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図面や図形測

た最もすぐれ

図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツールです。〔特許出顕中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ

罰
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座ったままでの操作を可罷にE兎天型偏心ﾚﾝズ採用 ’
エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースポイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ
き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ボイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ボイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ<X

プラン360>が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。

エクスプラン

Ⅲ
●直線図形．醗綴図形・直羅曲線混合図形の面稠、縄長を同時正確測定●スイッチONですぐ測定
できる原点スタート方式●線分解能0.05m●測定範囲380m<上下>×100000m(左右〉●コードレ
スの充電式(B問間充電で20時間使用）●非践金騰製で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法160×367
×47mm(本体〉●重星10kg(本体）

ウシカタエリアカーブメータ

牛方商異‘
東京都大田区千鳥2－l2-7

UshikataTELO3(750)0242代〒146
淡詫名ご記入の上、カタログをご請求ください。
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第2次国土利用計画の

策定について
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昭和70年を目標とする国土利用計画(全国計画)が，国土庁によってまとめられ，

昭和60年12月17日閣議により決定された。

前計画が，51年5月に策定され計画目標年が昭和60年とされていたこと，国土利
かいり

用をめぐる諸情勢が変化して，目標と現実との間に乖離が生じてきたこと等から，昭

和57年を基準年に，昭和70年を目標年としてこれを全面改正し第2次計画として策

定したものである。

今次計画の大きな特徴としては，限られた国土の有効利用という観点から低未利用

にある土地をそれぞれの利用目的に活用することとしており，前計画では森林を大幅

に他に転用し森林面積を41万ha減少させる計画としていたが，今次計画では，現在

の「森林」2,533万ha(57年)を昭和70年の目標年に2万ha増加させ2,535万haと

し，耕作放棄地等の低未利用地を含む「その他」を280万haから230万haと50万ha

減少させて各種の土地需要に応じることとしている。

新聞論調は，“前計画では，大幅削減を目ざした森林面積を，今回は現在より微増

を図り緑の保全を打ち出したのが目玉”などと表現しており，国土利用のあり方に対

する大きな方向転換としてとらえている。

表･1地目別面積の推移（単位：万ha)

第2次国土利用

計画(全国計画）

策定の経緯等

＊林野庁企画課課長

補佐

前計画策定作業の数値
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注：1）数値は国土庁調べである

2）前計画と第2次計画策定作業の数値は，調査時点の把握方法に差があり若干の相違がある

林業技術No.5271986．2



なお，国土利用計画（全国計画）は，国土利用計画法に基づき，全国の区域につい

て定められる国土の利用に関する基本計画であり，都道府県の国土利用計画および土

地利用基本計画の基本となるとともに，国土に関する国の計画の上位計画として位置

づけられているものである。

また，現在61年中に策定することを目途に作業が続けられている「第4次全国総

合開発計画（四全総)」との関係について見ると，国土利用計画（全国計画）が，国

土の利用に関するフレーム，すなわち，国土の利用目的ごとの将来にわたる面積配分

を示すものであるのに対し，全国総合開発計画は，その配分を具体化すべく，その達

成手法を明らかにするものであり，両者は表裏一体の関係にあるということができよ

う。

このように，国土利用計画（全国計画）は，今後のわが国の森林・林業の方向等に

少なからず影響を及ぼすだけでなく，今後，国政の中に森林・林業を位置づける目安

ともなっていくものと考えられる。

国土利用計画策定作業において，国土利用計画審議会は，各省庁からのヒアリング

を，また，事務作業を進める国土庁は各省庁と協議，調整を行ったところであるが，

その際，林野庁としては，大略次のような趣旨から，改定される国土利用計画におい

ては森林面積を増加させるべきであると主張した。

①現行計画では，森林の他用途への転用による面積の減少を41万l'a(昭和47年

2,523万ha->昭和60年目標値2,482万ha)見込んでいたが，現実には,4万ha増加

（昭和47年2,529万ha→昭和57年2,533万ha)し，現行計画と現況森林面積との

間に乖離を生じている。すなわち，森林面積は，これまで増加傾向で推移してきてお

り（前計画時昭和38年2,508万ha→昭和47年2,523万haにも示されるように国土

利用計画策定作業に使われた数値を見ても少なくとも過去20年間)，今後予想される

安定経済成長下にあって，このすう勢は大勢において変わらないと見込まれる。

②わが国経済社会は，国土開発の進展や都市の膨張等から国土の保全や水資源のか

ん謎等の面で森林の保全に対する要請が高まっており，また，人口の集中に伴う過密

化による都市環境の悪化等から国民の緑とのふれ合いの欲求が強まってきている。今

後，わが国経済社会がさらに高度化し，成熟化の時代へと移行するに伴い，これらの

希求はますます深まっていくと考えられ，緑豊かで安全かつ快適な生活を可能とする

森林の面的，質的整備が国民的課題として求められている。

③利用区分上「その他」の中に含まれる低未利用地については，狭少なわが国国土

の有効活用，国土保全の観点から森林として造成することが必要である（国土庁の国

土数値情報による推計によると耕作放棄地等の低未利用地が「その他」280万haのう

ち100万ha程度存在することが審議会の席上明らかにされた)。

④国際的にも，熱帯地方の急速な森林資源の減少やヨーロッパ等における酸性雨被

害による森林の劣化が進行している状況の中で,1985年を国際森林年として，森林の

保全に世界的に取組むなど森林の重要性に対する認識が高まっている。

今次の国土利用計画の改定作業にあたっても，国土利用計画審議会において計画と

実態とが一致するよう努めるべきである旨の意見が出され，これに対し国土庁事務当

林業技術
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局は，計画策定作業そのものが実態との乖離について分析するフィードバック作業を

することであり，計画と実態が逐次一致する方向に向かうよう努めたい旨回答してい

たところである。

今回策定された国土利用計画をみてみると，森林而職を増加させるとともに，低未

利用地の有効活用が大きな柱として打ち出されており，こうした方向は，林野庁の考

え方にほぼ沿ったものとして評価できると考えられる。

（1）計画の全容について

前計画では，土地需要量の調整に力点が置かれているが，今回の計画の策定に当た

っては，

①今後は，人口の増勢鈍化，都市化の進展速度の鈍化および経済社会活動の安定化等

を背景に，土地需要圧力が弱まっていく，との基本認識のもとに，

②国民のニーズの高度化，多様化に伴い，国土利用にも安全性，快適性，健康性の向

上等が求められていることに十分配慮し，国土利用の質的向上を図ること，および

引き続き国土の有効利用に努めること等を基本方針としている。

利用区分別の規模の目標については，

①森林は，木材生産のほか国土保全等の公益的機能の確保のため，現状維持。

②農用地は，食料の安定確保，緑資源の確保の観点から，現状程度。

③道路，宅地等の人工的土地利用は，良好な生産，生活環境の確保に必要な用地の確

保を図ることとしている。

なお，国土の有効利用を進めつつ質的向上を図る観点から，都市における土地利用

の高度化，農山村における低未利用地の森林等への活用を図ることとしている。ま

た，森林，原野，農用地，宅地等の相互の土地利用の転換については，土地利用の可

逆性が容易に得られないこと等にかんがみ，計画的かつ慎重に行うことが重要である

と規定している。

（2）森林について

（1）森林の国土利用の基本方向

国土利用計画

(全国計画)の

概要

表･2国土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標 (単位：万ha,%)

聟

’
比

昭和57年昭和70年

用地
農地
採草放牧地

農

面

森
原
水

林
野

注：1）昭和57年の地目別区分は，

国土庁鯛べによる

2）道路は，一・般巡路および農林

道である

3）市街地は，「国勢調査」の定

義による人口集中地区である。

昭和57年棚の市街地の面溌は，

昭和55年の国勢捌査による人

口集中地区の而職である

･河川・水路
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森林の木材生産機能と公益的機能を総合的に発揮するという基本的な考え方は変わ

らないが，前計画では旧薪炭林地は低位利用にあるとの認識から，農用地等への転換

を図る土地であるとの考えであったが，本計画では森林に対する国民の多様なニーズ

に応えるため，その総合的利用を図るという考え方に変化している。

すなわち，森林についての国土利用の基本方向は，「木材生産等の経済的機能及び

国土保全，水資源かん養，保健休養，自然環境の保全等の公益的機能を総合的に発揮

しうるよう，必要な森林の確保と整備を図る･また，都市及びその周辺の森林につい

ては，良好な生活環境を確保するため，積極的に緑地としての保全及び整備を図ると

ともに，農山漁村集落周辺の森林については，地域社会の活性化に加え多様な国民的

要請について配慮しつつ，総合的利用を図る」とされている。

（2）森林の規模の目標

森林の規模の目標については，「三大都市圏では宅地等への転換はあるものの，緑

の保全を図るという見地から現状並みの207万ha程度となるが，地方圏では農用地，

宅地等への転換はあるものの，国土の保全を図るという見地から低未利用地の積極的

な転換を図ることにより増加し，2,328万ha程度となる」として，全体として2,533

万haから2,535万haを増加させている。

なお，「その他については，公用。公共用施設の整備を図ることにより増加はある

ものの，農山村等の低未利用地が森林，農用地等に転換されることにより減少」する

とされ，森林へ転換があることを明らかにしている。

（3）目標達成に必要な措置

国土利用計画の構成は，「1．国土の利用に関する基本構想｣，「2．国土の利用目的

に応じた区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要｣，「3．2．に掲げる事項を達成

するために必要な措置の概要」の3部に分かれており，随所に森林の適正な管理や利

用の方向等が書き込まれ，森林は「国土面積の7割を占め国土の骨格を形成」するも

のとして重視されているが，その中でも「必要な措置」の項には多くの記載がなされ

ている。

前計画において，「土地利用に係る環境の保全及び安全の確保」として記載されて

いた内容が，「国土の保全と安全性の確保」と「環境の保全と国土の快適性及び健康

性の確保」に分けられ，森林に関する記載と字句が挿入されている。これらの部分を

それぞれ抜粋して次に示す。

『i)国土の保全と安全性の確保

イ森林のもつ国土の保全と安全性の確保に果たす機能の向上を図るため，保安

林及び治山施設の整備を進めるとともに，地域特性に応じた管理を推進しつつ，森

林の管理水準の向上を図る。その際，林道等必要な施設整備を進めるとともに，森

林管理への国民の理解と参加，林業の担い手の育成及び山村における生活環境の向

上を図るなど，森林管理のための基礎条件を整備する。

ii)環境の保全と国土の快適性及び健康性の確保

ウうるおいある国土を形成するため，原生的な自然から都市地域に残された自

然に至るまで，その体系的な保全を図る。また，都市においては，緑地空間及び水

辺空間の積極的な保全。創出，美しく良好な街並み景観の形成等により，ゆとりあ

林業技術NC
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おわりに
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る快適な環境をつくるとともに，農山漁村をはじめとする自然的地域においては，

森林，農用地等の緑空間を自然とのふれあいの場として確保する｡』

また，「土地利用の転換の適正化」の項については，前計画とほぼ同一の内容とな

っている。

『ア森林の利用転換を行う場合には，森林の保続培誕と林業経営の安定に留意

しつつ災害の発生，環境の悪化等公益的機能の低下を防止することに十分考慮し

て，周辺の土地利用との調整を図る』

さらに，「土地の有効利用の促進」の項では，若干の修正と，「その際」の文が追加

されるとともに規模の目標の項に示されていた森林への転入を進めることが明らかに

されている。

『イ森林については，木材生産等の経済的機能及び公益的機能を増進するた

め，森林資源の整備を計画的に推進する。その際，森林の自然とのふれあいの場，

青少年の教育の場等としての利用に配慮する。また，農山漁村集落周辺の森林のう

ち，利用状況及び森林としての諸機能が低位のものについては，地域の条件に応

じ，自然環境の保全に配意しつつ，その有効利用を図る。

力耕作放棄地等低未利用地については，国土の有効利用及び国土保全の観点か

ら，周辺土地利用との調整を図りつつ，森林，農用地等としての活用を推進する｡』

このように今次の国土利用計画（全国計画）において森林の取扱いについての変更

がみられることは，前計画の策定時との時勢の変化を感じさせるものであり，新聞論

調において昭和40年代後半の自然保護運動の高まりに見られたような感情的なある

いは観念論的森林論からもう一歩踏み込んで，森林造成の過程，山村社会等も視野に

収めた記事が増加してきていることにも示されるような変化であるといえよう。今

後，ひき続き行われる四全総策定作業にもこの流れをつなぎ，森林・林業を国政上よ

り地についた位置づけとするよう努力することが今後の課題である。

また，現在，都道府県においても，全国計画を基本として都道府県計画の改定作業

を進めているが，全国計画の考え方が十分反映されたものとなることを期待している

ところである。

なお，ドイツの林学者ハーゼルによれば，森林・林業に携わる者は，林木の生育の

長期性という抜きがたい宿命により常日ごろから長期展望を持って森林をとらえその

配置等について腐心し訓練されているところから，国土利用計画といったような中期

でかつ面的広がりをイメージする計画に対しては，他の部局以上に現実の姿をイメー

ジし計画することにたけており，これらの計画が現実的なものになるよう積極的に関

与すべきであるとし，また，具体的な土地利用調整にあたっても他の土地利用部局と

十分調整をとりつつ，急傾斜の山岳地，都市近郊林を適確に存続させていくことが林

務担当者の使命であるとしている（ハーゼル著『林業と環撫)。我々林務行政に携わ

る者にとっても大いに参考になる考え方であると考えるものである。

林野庁としても，林政審専門委員会中間報告（昭和60年8月7日「森林の危機の

克服に向けて｣）を踏まえ，森林・林業施策のよりいっそうの推進により，森林の整

備充実に努め本計画の目標達成に努めることが必要であると考えている。＜完＞

1986.2
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阿音舩志

今活躍している間伐材搬出機器

’
近年，機械工業における技術の進歩は著しく，

併せて林業の機械化についても林業者，一般機械

メーカー等から高い関心が向けられている。この

ことは間伐の実行における機械の開発・導入にも

顕著に現れており，林野庁が毎年行っている民有

林を対象とした機械保有状況調査をみても，間伐

材搬出用の小型運材車などが順調に増加を続け

て，各地方において，地形，作業慣習などの地域

性に対応した機械の開発改良が行われていること

を示している。そこで，間伐作業において，適切

な作業方法と機械を用いることによって間伐の効

率的な実施がなされるため，ここでは最近用いら

れている間伐材搬出機械等の一部を紹介する。

1．小型運材車

小型運材車とは，簡易な作業道等を利用し木材

搬出を行うことを主な目的とした作業車である。

保有状況調査を始めた昭和48年度には1,849台

であったが，それ以来毎年20%前後の増加を続

け，59年度には約16,000台と特に目だった伸び

を示しており，それとともに機種数も増加し内容

も多磯能を備えるようになっている。

（1）三輪駆動車

三輪駆動車「デルピス」の最初のものは昭和31

年に誕生し，以来改良が続けられている。DP=

100型（写真･1）は，三輪車にウインチと後部に

荷台となるトレーラを付けたものであり，主な仕

様は，全長4,670mm(トレーラ接地時),全幅

1,200mm,重量575kg,積載量1,200kg,最

大出力18PSなどであり，オプションとしてク

レーンを載せることができる。

グー二

一一

I
々専

唾

【己

‘ 琴鋒
■酉由＝＋Q

■＝－．

I

､1

W

写真･1三輪駆動車

沼田での使用結果では特長として，空転防止機

構の採用等により不整地の走行が比較的容易であ

ること，内輪差が生じないため作業道の走行が容

易であること，積載鼠，速度の点でも優れている

ことなどがあげられている。また，注意点として

は後退の運転操作に熟練を要すること，棒ハンド

ルの操作に力を要することなどがある。

作業は，できるだけ作業道を作設し，集材地点

まで乗り入れてウインチ，クレーンにより地曳お

よび応用作業により集材，積込を行い土場まで運

材する。なお，この車両は小型特殊自動車のナン

バーで公道を走行できる。

〔農林機械研究所(個人営）1,215千円（クレー

ン付)〕

（2）ゴムクローラ型運材車

小型運材車は走行部の違いにより車輪式と履帯

式に区分できるが，後者は履帯に硬質ゴムを使用

したものも多い｡｢GC555｣(写真･2)はコンパ

クトな車体に長材の積載が可能な荷台と，ウイン

林業技術No.5271986.2
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2．ホイルトラクタ

皆伐作業においては比較的大型のトラクタで集

材を行っているが，間伐等の増大に対応して小型

トラクタが開発されてきており，その1つに「T

-20」（写真｡3）ホイルトラクタがある。

このトラクタは，大直径の低圧タイヤ，総輪駆

動，車輪空転防止，フレーム屈折走行などの機構

を備え，個々の作用または相乗効果によって，ス

リップ防止，登坂力と障害物の乗り越え，スピー

ド等に優れ，林業の特殊な条件に対応したものと

なっている。

本機の主な性能は，総重量2,620kg,全長

4,390mm,全幅1,900mm,定格出力27PS,T>

インチ容量100m/12mmなどであり，それによ

り林内不整地での集材あるいはウインチによる簡

易架線集材を行うことができる。また上下方向の

傾斜に対しては30.程度まで対応できるが，傾斜

地での横方向の走行は難しいので，場合により部

分的に集材路を設けることも必要となる。なお，

前部のドーザは丸太移動を主な目的としている。

保有状況調査によると，集材トラクタは北海

道，東北地方で全体の63％を保有しており，ま

た，タイプ別ではクローラが73％を占めている

が，ホイルの長所としては，負荷が後輪にかかり

けん引力が増すこと，速度，移動，修理費の面で

有利なことなどがあげられる。

〔イワフジエ業幟）5,550千円〕

3．モノケーブル集材

モノケーブル集材（ジグザグ集材）は，小型集

材機等を用い，林内を循班させた作業索に材木を

吊して連送式に搬送する間伐材の代表的な搬出方

法である（図・1)。保有状況調査によると，この

方法は静岡，三重，奈良，島根，岡山などの各県

で多く用いられている。

作業には，エンドレスドラムを持つ10PS程

度以上の集材機と,10mm程度の作業索，屈曲

点に用いる特殊滑車などがあればよく，手持の集

材機があればわずかの経費と労力で架設を行うこ

とができる。また，集材能力および林地・林木の

保護の面でも優れている。

蕊識

写真･2ゴムクローラ型連材車

…

負
ト

電鵬
１
・
リ
オ

…
W

▼
隼
睦
Ｌ

写真･3ホイルトラクタ

チ，木寄・積込のためのポール等を備え，乗車ま

たは歩行しながら運転する。主な仕様は，全長

2,170mm,全幅1,180mm,重量540kg,積載

量750kg,最大出力7.0～7.2PSなどとなって

いる。

この運材車の特長‘としては，小回りがきくこ

と，操作方法が簡単なこと，長材の運搬ができる

ことなどがあげられるが，重心が高いこと，積載

時の登坂が難しいこと，履帯は伐根等により破損

のおそれがあること等の点もあるので注意が必要

である。作業は(1)とほぼ同様に行うが，ポール使

用時はアンカーを取り付け，積載時の走行は歩行

するのが望ましい。〔筑水農機（株）676千円〕

小型運材車はこのほか，リョウシン号（及川自

動車(株))，島津号（島津自動車工業)，キャタト

ラ（ヤンマーディーゼル(株)）など多くの機種が

販売されており，東北，関東，九州地方に多く普

及している。

林業技術No.5271986.2



図･1モノケーブル集材

架設は集材対象地を通るように地形に合わせて

ジグザグに，あるいは集中した荷掛地点等は低く

なるように上下の調整もしながら行うが，沼田に

おけるデータによると架設上の留意事項として，

支間は30mを標準とし，屈曲点の内角は100~

140.の範囲内，支間傾斜角30｡以内，支柱は胸

高直径20cm以上とすること，張力計を取り付け

ること等の点があげられている。

また，通常は一支間一荷を原則とするので索の

張り上げと緩めの回数が多くなること，内角作業

にならないよう注意すること等の点にも留意する

必要がある。なお，索下までの木寄に可搬式リモ

コンウインチ等を併用すると作業が容易となる。

〔集材機例（株)南星KL-3479千円，熊本

索道（株)E-100m776千円〕

4．モノケーブル専用ウインチ

モノケーブル集材は手持の集材機でよいと述べ

たが，最近はモノケーブル専用ともいうべきウイ

ンチや，農用トラクタを利用するアタッチメンl、

の開発が行われている｡GY-10型集材機は(社）

林業機械化協会が林野庁の補助事業で開発したモ

ノケーブル集材の専用機である。

この集材機は重量680kg,出力25PS,1軸

2胴で，運転はリモコン（ケーブル）により行う

が，通常は吊荷間隔が一定ならばデジタルカウン

ターに1回目の走行で得た数値をセットすること

によって，発信ボタンの操作だけで自動的に索の

張り上げ，走行，停止等を行うことができる。ま

9

写真･4自走式搬器

た，センサーによっても荷卸地点への停止を行う

ことができる。作業者は荷掛と荷卸地点に位置

し，操作盤をどちらかの手元に置いて作業者間の

連絡をとりながら，運転手1人を省いた作業をす

ることができる。〔丸研工業（株）2,640千円〕

このほか，ケーブルコンベア（宮脇省力機器製

作所）などの専用機器が販売されている。

5．自走式搬器

自走式搬器の代名詞ともいえる「トップキャリ

ー」（写真･4）は，エンジン，駆動ローラ，ウイ

ンチドラム等を内蔵し，主索と誘導索により樹間

をぬって自走し集材と搬送を行う搬器である。

この搬器は重量125kg,積載量200kg,ウイ

ンチ巻込容量60m/5mm,定格出力5PSなど

の性能を有し，架設が容易であり，屈曲して任意

の路線を選定でき，ウインチにより木寄，積込が

できる等の特長がある。

架設は誘導索(6mm)を人力で，次いで主索

(12mm)を駆動ローラで引き回し，屈曲部等に

クレモナロープで支持金具を取り付けてチルホー

ルで緊張する。搬器はウインチを利用して主索に

懸垂させる。なお，屈曲点の立木には当て木が必

要である。架設の手間は200mで3人で3,4時間

とされている。沼田で使用した結果によると架設

の方法として，支持点での勾配変化は15｡以内，

屈曲点の内角は145.以上，走行幅員1.5m以上，

支持点の間隔は10～20mなどの点が明らかとな

っている。

運転は人力によるレバー操作により行い，木寄

林業技術No.5271986.2
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写真･5ラジコン式自走搬器
写真･6モノレール

横取りもドラム部が傾く構造となっているので直

接行うことができる。また，搬器を固定してモノ

ケーブル集材，地曳集材への応用が可能である。

なお，留意点としてlll碓越集材ができないこと，支

障木の伐開が必要となることなどがあげられる。

〔イワフジエ業（株）1,200千円（04型)〕

このほか，同社からタイプの異なるものや，他

社からはスカイキャレージ（(有)和田鉄工所）な

どが販売されている。また，保有状況調査による

と，5および6の方式の搬器は九州地方に多く普

及している。

7．モノレール

モノレールは，地上数十cmに架設されたレー

ル上に跨乗してけん引する方式と，レールを立木

を利用して吊り下げ，けん引車も吊り下げてけん

引する方式があり，ツリーラック（写真･6）は後

者の方式である。

この機械は,8mmのワイヤロープでレールを

吊り，レールの下面に設けられたラックにけん引

車の駆動輪がかみ合って走行し，後部に下り勾配

でスピードコントロールを行うブレーキ車と材木

を載せるトロッコをけん引するしくみであり，搬

送能力は上り20。の勾配で300kgとされている。

特長として，曲線逆材が可能であること，レー

ルの支線を架設できることなどがあげられ，ま

た，留意点として，横取りは専用ウインチで搬送

とは別に行うこと，架設はワイヤロープの支持を

短い間隔で行うことなどがあげられる。

〔米山工業（株）1,000千円(100mセット))

を行う場合はドラムの中心線方向の立木等に取り

付けた滑車を通して行うが，引込線を作設しウイ

ンチによる集材をすることもできる。また，長材

の集材や搬器単独の集材等に応用できる。

〔(有）一高産業1,200千円(TC-5U型)J

6．ラジコン式自走搬器

搬器を任意の位置に固定し荷上索を上下させる

集材方法の開発は以前から行われ，アベックキャ

レジ等として実用化されている。この考え方を発

展させて動力源を空中に上げたものは昭和40年

代初めに試作されたが実用化には至らなかった。

しかしそれが現在のラジコン式自走搬器の原形と

なり，「ラジキャリー」（写真･5）は林野庁の委託

事業で開発したものの改良機である。

この搬器は，エンジン，2つのドラム，受信機

などを内蔵し，直線に張った走行用ラインをたぐ

りながら無線操縦により走行し集材をする機構で

あり，職赦量400kgのものは最大出力6.5PS,

油圧駆動,重量220kg,ウインチ巻込容量50m/

6.3mm等となっており，ブレーキ機職無線の

混信防止等に安全対策がされている。

索張りはチルホールにより行うが,12mmのワ

イヤロープをエンドレスドラムを通して走行索兼

主索とした1線式と，ワイヤロープを折り返して

1本を主索にして片持滑車を掛ける2線式の方式

などがあり，荷重，スパン，傾斜角等の条件を考

慮して決める。

運転は荷掛地点か荷卸地点または両地点から押

ボタン式の発信機を操作することによって行い，

林業技術No.5271986.2
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写真･7シユラ

保有状況調査では，跨乗式も含めたモノレール

は近畿，四国，九州地方で多く利用されている。

8．シユラ

アルミニウム合金，塩化ビニール等を材料にし

た既製の「修羅」は，軽量，作設が容易，省エネ

等の特長をもち間伐材搬出に適しているが一般へ

の普及はこれからの感があり，ここでは最近沼田

において実験した「アルシュラー」（写真･7）に

ついて紹介する。

このシュラはアルミ合金を台形の樋形に板曲げ

したものであるが，滑降効果を上げるため内側の

底面と側面にアルミ押出型材に高分子ポリエステ

ルを嵌合させたものを10本装着している。主な

仕様は，樋の底辺269mm,上辺400mm,深さ

250mm,重量5kg/mなどであり,4m×10本

と2nl×5本で50mのセットとなっている。

設置の路線は伐採前に決めておき，集材しやす

いように伐木造材を行う。架設は，終端部をトラ

ック積込しやすい場所に緩やかな勾配で設置し，

順次始端部にかけて樋が横方向に水平となるよう

杭で接続部等を固定しながら行っていく。投入口

付近は30～35.の勾配が必要であるが，中間地点

は13～15･程度でも滑走が可能である。

作業工程は集材距離50mで，架設に2.5人，

集材は木寄した材を2名で滑落させ一定量流した

後土場に移動して整理する方法で約9㎡/日(平均

材積0.027㎡/本）などの結果を得ている。

〔(株）神戸製鋼所650千円(50m))

このほか，住友林業（株)，三井東圧化学（株）

11

写真･8ミニバックホー

などの製品も販売されている。

9．ミニバックホー

間伐材搬出に直接関係しないが，林内作業道作

設専用機が登場したことも最近の動きである。本

機は農業用の耕転機をベースにしてバケットと履

帯を取り付けバックホー機構にしたもので，操作

はハンドルを持ち歩きながら操作することから，

｢歩行型バックホー」（写真･8）と呼んでいる。

主な仕様は，全長2,440mm,全幅950mm,

最大掘削深さ710mm,同高さ2,100mm,ブー

ムスイング角左右各80.,出力7PSなどと超ミ

ニサイズとなっている。

沼田での使用結果によると，狭い場所での作業

が可能で操作が簡単であり，安全性も高い構造で

ある。しかし根株，転石等の掘り取りには長時間

を要するので，障害物を避けながら路線を選び，

幅員は1.5m程度の作業道作設に経済的に使用で

きる。功程の一例をあげると，平均傾斜37.のス

ギ･アカマツ伐跡地で，幅員1.2～1.5m,延長

155m,伐根数5個の路線を作設したところ,1

時間当たり8.8mの結果を得た。

なお，本機の運転には車両系建設機械運転特別

講習の受講が必要である。

〔ヤンマーディーゼル（株）2,100千円(YB

9型)〕

（あくこうし・林野庁研究普及課）

注）文中の「沼田」とは，林野庁研究普及課に所属する沼田

林業磯械化センターのことであり，〔〕はとり上げた機
諏のメーカーと標準的な販売価格である。

林業技術No.5271986．2



12

熊崎実

酸性雨禍に
おびえながら 健闘蝿西ドイツの林業

’

環境保護と木材生産

この数年来，西ドイツから入ってくる林業関係

の雑誌をめくっていると,Waldsterben(森の死),

Walderkrankung(森のやまい),Waldschaden

(森の損傷）といった不吉な言葉がいっぱい出て

くる。いうまでもなく，大気汚染によるとみられ

る森林の衰退，枯死のことだ。数年前からこの被

害が全国的なスケールで進み，さまざまなタイプ

の森林に及んできた｡樹種や林齢,林型のいかんを

問わず，程度に差こそあれみんなやられていく。

ところが，こうした森林衰退の本当の原因やメ

カニズムについては，まだはっきりとはわかって

いない。効果的な対症療法もなく，環境汚染を生

みだす社会の構造を改めないかぎり，問題の解決

にはならないという意見も聞かれる。このような

状態だから，この被害がどこまで広がるのか，先

の見通しがまったく立たない。何ともやりきれな

い不安が林業関係者に重くのしかかっているので

ある。

周知のように，森林の衰退問題は，林業関係者

のみならず，広く西ドイツ国民の関心を集め,｢森

を守れ」という叫びは国のすみずみからわき起こ

っている。森林の経営管理においても木材生産の

ウェイトが低下し環境保護の側面がいっそう重要

視されるようになった。昨年本誌に紹介したプロ

ッホマン氏の論文‘)にもそれがはっきりと現れて

いる。端的に言えば，木材生産のために森林を維

持造成するのではなく，人類の生存基盤としての

森林造りにねらいをつけ，その過程で（いわば副

次的に得られる）木材を有効に利用する，という

林業技術No.5271986.2

発想である。

かつての林業経営の理念は木材生産を軸にして

組み立てられていた。その意味では伝統的な林業

思想の180度の転換と言える。しかし西ドイツの

林業が木材生産をすっかりあきらめたかという

と，決してそうではない。非常にきびしい経済環

境にあるにもかかわらず，わが日本林業に比べ

て，よく頑張っている，という印象を受ける。

本稿では，林業専門の週刊雑誌『Allgemeine

ForstZeitschrifU(AFZ)に掲戦されたいくつか

の論文をもとに，健闘する西ドイツ林業の一端を

紹介しよう。これらの論文は，いずれも1950年

代から現在に至るまでの動向をふまえて林業経

済，林業経営の現状を分析したものである。

低落する木材価格と上昇する賃金

西ドイツの林業経営は近年木材価格の低落で四

苦八苦である。実のところこれは今に始まったこ

とではない。過去30年間，実質的な木材価格は

下がり続けてきたのである。図･1は，国有林にお

ける木材の平均売上単価の推移をみたものだ。点

線で表した当年価格の動きをみると，1960年代

後半まで下降傾向が続き，その後上昇に転ずる

が，1981年以降は今日に至るまで一貫して価格

を下げている。

1955年と1981年のピークの価格を比較してみ

よう。名目においてさえ1.6倍くらいにしかなっ

ていない。もちろんこの間に物価水準は上がって

いる。そこで1955年の不変価格に直してみると，

図の実線に示されるように，60年代の後半以降

もほとんど上昇しておらず，長期的な下落傾向が

’
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図･1西ドイツ国有林における木材の平均売上単価

(Brabander,1984)

6

,1

画
凸
《
↑
仁
。
②
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
４
３
２
１
０
９
８
７

１
１
１
１
１
１

２
１ 15『’’1，1’’00，1’1・vUリ1，0．，0リ！！

83556065707580

図･3バーデンヴュルテンベルグ国有林における

男子作業員の賃金の推移(Schuiz,1985)

低下しているにもかかわらず，伐採が増えている

ほどだ。後述するように，国有林などでの林地ヘ

クタール当たりの労働投入量は大幅に減少してい

るけれど，伐採量を落として労働投入の削減をは

かっているわけではないのである。

他方，林業労賃のほうはこれまで上昇の一途を

たどってきた。その指標としてバーデンヴュルテ

ンベルク国有林の協定賃金をとることにしよう

(図・3)。1953年から83年までに時間給は10倍，

出来高給は11．4倍になった。また，クロート氏

によると「過去30年間にバイエルン国有林では，

協定による基礎賃金にその他の付加賃金を加えた

時間当たりの労働費用は名目で18倍，実質で7

倍になっている」という4)。賃金指数で除した木

材の相対価格指数は猛烈な勢いで下落してきたこ

とになる。

クロー|､氏が指摘するには，「前世紀の半ばか

ら今世紀の半ばにかけて,1]n8の木材の売上げ

により，およそ4～5人分の日当を支払うことが

できた」とのことだ4）。つまり，約1世紀の間，

賃金と木材価格はほぼ歩調を合わせて変動してき

たとみてよい。安定した林業経営が成立していた

のもそのおかげである。ところが1983年の時点

林業技術No.5271986．2
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図･2実質原木価格指数と伐採量指数

1953-1983の平均=100(Bartelheimer,1985)

続いてきたことになる。

ただし，実質価格指数の長期系列というのは，

基準年のとりかたや計算の仕方によって相当に違

ってくる。バルテルハイマ一氏は，1983年の貨幣

価値をベースにして原木の価格指数を実質化して

いる。その推計系列が，伐採量の動きを示す指数

とともに，図･2に示されているが，前出の国有林

材の平均単価指数と比較して,1970年代の後半か

ら80年代初頭までの上昇率がかなり高い。しか

しそれでも，現在の水準は20年前とほぼ同じく

らいだという事実は共通している。

ついでに伐採量指数のほうを見ていただきた

い。実質価格のグラフと同様，1953-83年の平

均を100として表示してある。両者の関係を短期

的に見れば，価格の高いときには伐採量が増え，

安いと伐らないという傾向がはっきりしている。

しかし全体を通して見ると伐採量はすこぶる安定

していて，特に1950年代から60年代には価格が
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図･5国有林と私有林における林地1ha当たりの

経営成果（図・4からの溌騨）
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図･4林地1ha当たりの費用と収益（標準伐採量基準）

の推移(Brabiinder,1984)

注）1981年と82年の私有林の数字は計算方法の変

更によりそれ以前と述続しない

では1日分の日当を払うのに21n3の木材を売ら

なければならなくなった。

何とか保たれている経営の収支バランス

以上のような背景もあってドイツの林業経営は

容易ならざる状況に追い込まれている。しかし，

少なくとも，赤字が大きく累積するといった現象

はみられない。例えば，図･4の上段で，全部の国

有林を合わせた収益と費用の動きをみると，大筋

で何とか収支を均衡させてきたという印象を受け

る。もっとも，収益から費用を差し引いた経営成

果で見れば（図・5)，1960年代の半ばを境にして

黒字基調から赤字基調に変わっていることは確か

である。

私有林のほうは，ほとんど黒字で推移してき

た。ただ，データが200ha以上の私有林に限ら

れ，かつ日本の林家経済調査と同様にサンプル経

営の統計だから，国有林と同程度の正確さを期待

するわけにはいかない。さらに1970年代に入っ

て私有林の経営成果が国有林のそれをかなり大き

く上回るようになるのは，「損失の領域に転落す

るのを意識的に避けた結果であり｣，例えば「収

林業技術No.5271986.2
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図･6バーデンヴュルテンプルク国有林における森林労働者

数と労働生産性の推移(Weiger,1985)

表･1ヴュルツプルク営林署における林地ヘクタール当た

り労働時間(K16ck,1984)(労働時間/ha)

作業の種類1955年19651”61980

収穫

造林

林道

保育・保護等

７
４
７
９

ｑ
ａ
乳
ａ

２
１

９
８
４
５

ｑ
乳
ａ
ａ

ｌ ３
４
３
７

，
●
●
凸

４
２
０
３

４
６
且
．
７

●
●
。
■

３
１
０
３

合計45．724.610.79|．1

入の上がる材種の伐採を優先する」とか，「必要

な作業を留保する」といったことが観察されると

いう，ブラベンダー氏の指摘がある2)O十分にあ

りそうなことだ。

労働生産性のめざましい向上

賃金・木材価格比の不利な展開の中で国有林の

赤字が大幅に拡大しなかったのは，労働生産性の

向上であったからである。バーデンヴュルテンベ

ルク営林局を例にとると（図・6)，過去30年間に

労働者の数を27,000人以上から5,000人以下に

減らし,林地1ha当たりの労働時間を5分の1に
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図･7西ドイツの木材需給の推移(Bartelheimer,1985)

低めている。その結果1時間当たりの木材の生産

鉱は4．5倍になった。営林局の担当官がl1mを張っ

て述べているように「他産業と比べても遜色のな

いほどの生産性の向上に成功した」のである8)。

お隣りのバイエルン営林局のヴュルツブルク営

林署からは，もう少し詳しい数字が報告されてい

る。ここでも1955年から1980年にかけて労働者

数が4,803人から963人に減り（減った者の大部

分は季節労働者)，ヘクタール当たりの労働時間

も45．7から9．1へとちょうど5分の1になって

いる。その内訳を見ると（表・1)，収稚,造林，林

道の各部門でまんべんなく減少し，落ちていない

のは保育保護の分野だけである。そのため,1955

年当時全体の10％にも満たなかった保育保謹関

係の労働投入量が今では40%を占め，最も多く

の労力を要する部門となった。

どのようにして労働生産性が引き上げられた

か。ヴァイガー氏は言う8）「林業においてⅢi期的

でめざましい進歩はあり得ない。単純な道具の改

良と作業のやり方の改善であり，省略の技能(Die

KunstdesWeglassens)である。合理化の本命

というべき機械化の分野では大きな進展がなかっ

た」

安定した木材伐採と拡大する林産物の輸出入

パルテルハイマー氏は丸太換算の総合的な木材

需給表を作成し，その長期的な動向を分析してい

る（図・7)。この中で特徴的な点を摘記すると，

①原木価格の実質的な低下にもかかわらず，年

間の伐採量は，おおむね2,500～3,000万nl8
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図･8西ドイツにおける木材・木製品の輸出入額
(Bartelheimer,1985)

の間で安定していた。

②木材・木製品の輸入が大'll扇に増えているが，

同時に輸出も増加しており，両者の差である超

過輸入量は，1960年以降丸太換算でおおむね

2,000～2,500万nl3であった。

③その結果，木材の国内消費は，この二十数年

来5,000万nl3の水準でほぼ安定的に推移し，

人口1人当たりにすると，年間約1m3の木材

を使ったことになる。これはエンドレス氏が試

算した1907～1913年の数字(1.1m3/人）と

ほとんど変わらない。

もうひとつおもしろいグラフをお目にかけよ

う。図･8の木材・木製品の貿易金額を見られた

い。輸出入の差が数量で見たときよりもずっと縮

まっている。つまり，安い木材・木製品をたくさ

ん輸入して，価値の高い製品を少量輸出すること

により，輸入に使った外貨の大部分を製品の輸出

で取り戻しているのである。

二，三の教訓

西ドイツに比べると日本の林業はまだ恵まれて

いると思う。木材価格と賃金の関係が今よりさら

にきびしくなることも十分あり得よう。その中で

経営収支をバランスさせるには，労働投入を徹底

して削減し，労働生産性を引き上げていくしかな

い。機械化・オートメ化による顕著な省力は望む

べくもないが，小さな工夫を職み重ね，人手のか

からない林木の育てかたに切替えていくべきであ

ろう‘)。西ドイツの林業が示唆しているように，

そうした努力の総体が，全体としての労働生産性

林業技術No.5271986.2
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を意外に大きく引き上げるのである。

労働生産性の顕著な向上とともに，西ドイツの

林業で印象深いのは，実質木材価格の持続的な低

下にもかかわらず，国内の木材生産量が驚くほど

安定的に推移していることである。確かに数年間

という短い期間内なら，伐採段は価格の動向に対

応して変化している。しかし，それ以上の長い期

間をとって観察すると両者の間にはあまり関係が

ない。市場条件の長期的な推移と無関係にコンス

タン|､な量を伐り出すのは，多少問題であろう。

かといって，分期別の保続伐採戯を市場の動きに

合わせてくるくる変えていたのでは，森林構成が

めちゃめちゃになってしまう。

きびしい条件下にありながら，保続原則を守ろ

うとする，西ドイツ林業のひたむきな一徹さを感

じないわけにはいかない。今の時代にそれができ

るのも，資源基盤の安定した林業経営があればこ

そである。

ところで，西ドイツの森林面稜はわが国の3分

の1以下しかない。だが,年当たり2,500～3,000

万nl8という伐採水準は現在のわが国のそれを多

少下回るだけである。日本の森林に西独並みの生

産力があったなら，9,000万nl3くらい木材が生

産できたであろう。木材の自給率も100％に近く

なる。

わが国の森林資源がこれからしだいに成熟し，

蓄職篭が増えてくれば，林地1ha当たりの生産

麓も増大していくに違いない。しかもそれが良質

の大径材であれば，これをベースに競争力の高い

木材加工業を育成し，製品の輸出を増やすという

戦略もあり得えよう。「国内の消費は国産材で」

といった偏狭な木材自給ではなく，輸入もすれば

輸出もする西独流のパターンこそ，国際化の時代

にふさわしい政策目標だと思う。

クロート氏は，ゲーテの比職にならって西ドイ

ツの林業経営を「冬の果捌にたとえた。春にな

ると，寒さにかじけた大枝や鋭くとがった小枝が

芽をふき，花を咲かせ，果実をつける。冬の果樹

の，その悲しげな外観からは，とても想像できな

いことだ。しかし我々はそれを知っている。将来

への希望を捨てないで，今なすべきことをなして

おこうではないか一・私も本誌の読者諸賢にそ

う呼びかけたい。

（くまざきみのる．林業試験場経営部経営第一科長）
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｜

’ 鈴木和夫

’

カナ鋤森林と病害

’
はじめに

一昨年の11月から1年間カナダに滞在する機

会があった。カナダは，1867年に東部の4州（ノ

ヴァスコシァ，ニューブランズゥィック，ケベッ

ク，オンタリオの各州）が合併してできた連邦国

家である。連邦結成当時は人口約350万人にすぎ

なかったカナダは，わずか1世紀の間に人口は7

倍，国土面積はソ連に次いで世界第2位の国とな

った。カナダの南北は北緯41度から北緯83度に

位置し，最南端は青森県むつ市付近であるが，北

は北極圏にまで達している。また，その東西は，

太平洋に面した西のバンクーバー市から東のハリ

ブァックス市までのほぼ6千kmがトランスカナ

ダハイウェイで結ばれている。カナダの西の門戸

はブリティッシュコロンビア州で，漁業と林業で

知られている。そして，カナディアンロッキーを

挟んでアルバータ，サスカチュワン，マニトバの

平原3州がある。五大湖とセン|､ローレンス川に

沿ってカナダ経済の中心であるオンタリオ州とケ

ベック州とがあり，両州には国民の6割が集中し

ている。さらに，東部の大西洋岸にニューブラン

スウィック，ノヴァスコシア，プリンスエドヮー

ド島，ニューファンドランドの沿海4州がある。

大陸の北部に'はユーコンとノースウェストの2準

州があり，カナダはこれらの10州と2準州から

成っている。日本の27倍，約1千万km2の広大

な国土は，その“％が森林で覆れている。この

滞在を機会に，カナダの森林と病害問題につい

て，その一端を紹介したい。

表･1利用可能な森林の蓄積量（1981年）

針葉樹

トウヒ属

マツ属

モミ属

ツガ属

クロベ脇

l､ガサワラ属

その他

小爵’

61億㎡

30

27

12

8

6

11

156

広 葉樹

ハコヤナギ属

カパノキ風

カエデ属

その他

22億㎡

10

5

4

小計41

カナダの森林

カナダの森林は，その67％が州有，27％が連

邦政府所有（主に北部のユーコンとノースウェス

トの森林）であって，私有林は6％にすぎない。

これらの森林の年伐採量は1．6億㎡（1983年）

で，米国，ソ連に次いで世界第3位である。現

在，利用可能な森林資源の蓄積鼠は年伐採量の百

数十倍に相当し，針葉樹と広葉樹とが4対1の割

合で存在している。その内訳を表・1に示した。

カナダの森林を地理的にみると次の3つに大き

く分けられる。まず，海岸山脈の西側，すなわち

太平洋に面した西海岸に太平洋岸森林帯があり，

アメリカツガ(Westernhemlock)とアメリカネ

ズコ(Westernredcedar)などの大型針葉樹林

に代表される。そして，この森林帯の北部にはシ

トカI､ウヒ(Sitkaspruce),南部にはダグラスモ

ミ(Douglas-fir)が多い。また，高海抜地には，

メルテンスツガ(Mountainhemlock),アマビリ

スモミ(Amabilisfir),アルプスモミ(Alpme

fir),アラスカヒノキ(Alaskacedar)などが混

成している。

林業技術No.5271986.2
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次に，カナディアンロッキーを中心としてロッ

キー山系森林帯がある。この森林帯にはマツ類

(Lodgepolepine,Westernwhitepine,Ponderosa

pine),セイブカラマッ(Westernlarcll),エンケ

ルマントウヒ(Engehnannspruce),ダグラスモ

ミ，アルプスモミ，ピャクシン類(Connnonju-

niper,Rockymountainjuniper)などの針葉樹

類があって，広葉樹ではアメリカヤマナラシ

(Quakingaspen)が最も多い。

3番目の森林帯は，アラスカからニューファン

ドランドまでの北米大陸の北部を約7千kmにわ

たって連なる北方針葉樹林帯（北米タイガ）であ

る。この森林はシロトウヒ(VW1itespruce)とク

ロトウヒ(Blackspruce)で代表される針葉樹林

帯で，アメリカカラマツ(Tamarack)を伴って

いる。そして，西部にはコントルタマツ(Lodge-

polepine)やアルプスモミが多く，東部にかけて

パンクスマツ(Jackpme)やバルサムモミ(Bag

lsamfir)が多く分布している。

このような豊かな森林に恵まれたカナダでも，

1970年代に入ってから将来にわたる森林資源の

確保が問題視されるようになってきた。同時に，

病害，虫害による森林の被害量は年伐採量(1980

年）の42％，40％にも達していて，病虫害によ

る森林被害の重要性も再認識される契機となっ

た。

樹病研究と森林研究所

20世紀初頭から始まったカナダにおける樹病

研究は，1940年に連邦政府によって初めてブリ

ティッシュコロンビア州ヴィクl､リアに森林病虫

害研究所が設置されて本格的な取り組みが始めら

れた。その後，各地に研究所が設置され，研究所

は1950年代から1960年代にかけて病虫害以外の

分野とも統合されて最も興隆の時代を迎えた。森

林局本部(CanadianForestryService)は首都オ

タワにあり，ペタワワ中央研究所と森林防疫研究

所が，オンタリオ州に独立した研究所として存在

している。そのほかに，太平洋岸，北方，五大

湖，ローレンス，大西洋岸，ニューファンドラン

ドの6つの地域森林研究所があってカナダ全域を

林業技術No.5271986．2

カバーしている。一時は2千名余の職員を擁した

これら森林局のスタッフも，1970年代の行政改

革によって半減して現在に至っている。

カナダにおける樹病研究のあり方について，森

林局で精力的な検討が1982年に行われた。そし

て，その結果が「カナダ森林局における樹病研

究」と題する96ページに及ぶ報告書にとりまと

められた。そこには，これからの樹病研究のあり

方について次のように述べられている。「現在の

病害防除に直接役だたなくても，病原菌，宿主，

そして両者の相互関係を十分に理解することが必

要である」といった基礎的研究の重要性の指摘，

また，「森林病害は1つの要因のみによって引き

起こされることはまれであって，環境条件や虫害

との関連といった他の要因とも絡みあっている場

合が少なくない。このことに十分な配慮が払われ

ねばならない」といった樹病問題のとらえ方への

提言，そして，「バイオテクノロジーの病害抵抗

性との関連」などといった今後の樹病の取り組む

べき方向がさまざまな角度から論議されている。

これらの論議には私どもの研究の参考になる点も

少なくない。

この森林局の報告書には，病害の重要性に応じ

て，樹種ごとに，病害ごとに研究の優先順位が付

けられている。さらに，それぞれの地域には地域

別に優先順位が作られていて，地域研究所間での

研究課題が不必要に重複しないように整理されて

いる。

カナダの主要な樹病問題を上位から列記すると

次のようになる。

1．マツのこぶ病や五葉マツ発疹さび病などの

茎さび病

2．ナラタケやマツノネクチタケなどによる根

腐病

3．ニレの立枯病

4．スクレロデリス枝枯病

5．ヤドリギ

6．生立木材質の変色と腐朽

7．枝枯病および樹木の衰退現象

8．非寄生性疾病（大気汚染を含む）



19

A

Ⅱ

尻ィ

砥：…

，

瀞？

鴬

写真･1カナダにおける主要な樹木病客

発疹さび病によってストロープマツの感染部位より上部が枯死している

スタラクティフォルム発疹さび病によってコントルタマツの罹病部に典型的なひし形の胴枯型病斑が形成されている

多犯性のナラタケは北米では10生態種に分けられているが，わが国のナラタケについてはその詳細が明らかではない
世界的流行病であるニレの立枯病に犯された感受性のアメリカニレ

ヤドリギによる被害は各地でよくみられるが，わが国の蕊状ヤドリギとは違って倭化ヤドリギによる被害である

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

材錐技術No.5271986.2
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9．苗畑病害

10．種子および球果の病害

上記のうち，いくつかの病害について写真･1

に示した。

このほかに，虫害の扱いとなっているために樹

病の課題には含まれていないが'XnO皿tampine

beetleによるコントルタマツの枯損被害も重要な

樹病の研究課題の1つである。この病害は，マツ

の材線虫病をまつくい虫被害と呼ぶように，キク

イムシ(mountainpinebeetle)'》によってマツの

樹体内に青変菌が運び込まれて，その結果，翌春
し､ちよう

マツが急激に萎凋枯死するというものである。萎

凋枯死の機構はいまだに明らかにされてはいない

が，その被害が目だつことからしばしば政治問題

となることがある。

おわりに

私の招かれたアルバータ大学では林学科は農林

学部に所属しており，隣りのブリティッシュコロ
●●

ンビア大学では林学系学科は林農学部に所属して
●

いる。わが国における林学科のほとんどが農学部

に所属していることを考えると，両国における森

林に対する認識の差を感じさせる。ちなみに，ブ

リティッシュコロンビア州の森林関係の職員の給

料は，林学科の卒業生だと他の学科の卒業生の給

料よりも3割ほど高くなるというo1O人に1人

は森林に関係しているというカナダならではの現

象である。わが国の国土の7割が森林であること

を考えると，現在の不遇を手をこまねいて嘆くよ

りも，将来を見越した自助努力がまず必要なこと

を感じた次第である。

（すずきかずお・東京大学農学部助教授）

日林協刊行図書(興林会当時)の収集ご協力

のお願い

本会資料室は，昭和55年に開設されて以来，それまでに所蔵していた図書，資料，逐次刊行物(雑

誌)，調査報告書などを分類整理するとともに，必要な文献を収集整備し，会員の利用に供してまい

りました。ところで，資料室の蔵書には本会の前身である興林会発行のものに欠落があり（戦災や施

設の移転などのため),かねてから各方面にお願いして補充してきたところでありますが,下記に掲げ

た図書等が未補充のままとなっています。

つきましては，下記の図書等をご提供いただければ幸甚に存じますので，会員諸氏のご協力を賜わ

りますようお願い申し上げます。なお図書のご提供にあたっては，相応の謝礼をいたします。

記

1．興林叢書河田蕪四季を通ずる降水曇の配布状態がスギ・ヒノキ
N0,19富樫兼次郎日本海北部沿岸地方における砂防造の分布に及ぼす影響（昭16)
林（昭14.8）野村進行林業経営における授益計算理論に関する研究

No.21岩崎直人(訳）造林と森林気象（昭16.7)(昭16)
2．単行書宮崎榊四国森林植生と土壌形態との関係に就て（昭
河田蒸森林簡易統計計算法（昭12）17）
大迫元雄本邦原野に関する研究（昭12）3．林業解説シリーズ（北海道林業会発行）
渡辺福寿ぶな林の研究（昭13)No.5編集室北海道林業人名帖（昭23)
武田久吉吾妻火山群の植物景観（昭13)N0.7座談会山火事（昭23)
山内倭文夫・天野一郎北支那の林業概観（昭15)No.8小林準一郎ばるぶ工業（昭23)

〔連絡先〕〒102束京都千代田区六番町7日本林業技術協会寅料室電話03-261-5281（内線4虹・鈴木）
※図書のご提供の際には，送付される前に係までご連絡下さい。

林業技術No.5271986.2
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匹圧$圧▲皿⑪冊全国林業試験指導機関の紹介

40．埼玉県林業試験場

，KW
名，技能蝋8名，計22名である。

当場の敷地面職は,62,77911]2で，この中の主な建物

として本館(283n12),講堂兼展示室(312111'),寄宿舎

(1421112),職員住宅(2棟,118nlz)きのこ栽培実験施

設(10411F)等がある。また，構内に試験苗畑,試験林，

精英樹クローン集植所，樹木見本園，花木園，薬木草園

等を設けている。このほか，全国植樹祭開催場所の金尾

山に試駒氷や育種母樹園があるなど県下各地に40数カ

所の試験地が設定されている。

3．試験研究の概要

I1)発足時～昭和40年代

埼玉県の森林は，県西部の秩父連山とこれに続く丘陵

地および洪職台地に分布し，森林面積は，12万7千11a

で，県土の34形を占め，比較的良好な地味と恵まれた

地利的条件下にあるが，従来，西川林業地以外の地域

は，生産性の低い天然生林が多く，これを利用価値の高

いスギ，ヒノキなどの人工林に転換する拡大造林に関す

る技術が重要であった。

昭和30年代初頭に始められた精英樹選抜による林木

育種事業は，林業試験場が育種の試験研究と一体的に担

当することになった。精英樹のクローン苗増殖により採

穂園や採種園が造成され，そして，昭和39年にスギ精

英樹クローンの林地植栽試験を開始し，以来，次代検定

のためこの植栽試験が次々と実施されてきている。交雑

育種では，花芽分化の促進，着花結実習性，開花花粉飛

散期等の基礎的事項について研究のうえ，スギ精英樹間

の交雑を試みている。また，本県の山地には，地形と斜

面の向きにより寒害の発生する地域があり，当時，拡大

造林の大きな障害になっていた。特に，昭和37年の被

害面積は,969haに及び過去最高を記録した。このた

め，スギ耐寒性品種の育成と寒害防止施業技術の確立が

必須の課題であったので，これに関する研究を精力的に

取り組んできた。一方，特用林産物としてのシイタケ栽

林業技術No.5271986.2
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1 ．はじめに

埼玉県の名勝玉淀（寄居町）のほとりに「鉢形城跡

(国指定重要文化財)」がある。鉢形城は，北条氏邦の居

城(1560～1590)であって，北条方北方の守りとして戦

国史の舞台をかざった関東屈指の名城である。その本丸

跡に，次のような詩碑が建っている。

襟帯山河好雄視関八州

古城跡空在一水尚東流

とれは，『田舎教師』で知られる田山花袋が，荒川の

息をのむ絶壁とその支流深沢川の渓谷に囲まれた高台の

城跡に立ち作った詩で，天下にまれな要害の地を巧みに

取り入れた城郭の様子がうかがえる。端玉県林業試験場

は，この「鉢形城鮒の中に，多くの県内林業関係者の

期待を担い昭和32年4月設置され，以来本県林業の研

さんの場として今日に至っている。

この間，昭和34年第10回全国植樹祭お手播行事なら

びに昭和42年埼玉国体の2回にわたり天皇皇后両陛下

の行幸啓を仰ぎ，さらに昭和39年県下の産業社会教育

等ご視察に皇太子同妃両殿下の行啓の栄に浴している。

2．組織および施設

発足当時の組織は，庶務，研究，指導の3係であった

が,.その後，森林・林業に対する諸要諦の変化など時代

の変せんに応じ改組されてきており，現在は，1課2部

制をとっている。職員定数は，行政職4名，研究職10
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培力嘘んになるにつれて，この分野の試験研究に対する

要請も多岐にわたった。原木，ほだ木，ほだ場，種菌，

品種特性，栽培方法，害菌等の問題についての試験研究

が積み重ねられた。

また，高度経済成長に伴う大気汚染の影響は，樹木の

成長衰退，不時落葉，梢端枯れ，葉の退色等の症状にな

って現れてきたので，スギその他緑化木を対象に樹木等

の公害に関する研究が行われた。マツノザイセンチュウ

については，昭和49年に木県侵入が発見され，これに

関する研究対応が必要になってきた。

（2）昭和50年代～現在

林木育種については，採種園の新設や採穂園を採種園

に転換するなど母樹園の整備が集中して行われたのに伴

い，採種木による育種種子の効率的生産技術の解明に重

点をおく試験研究がされてきている。また，従来の人工

林皆伐施業の見直しの必要が生じてきたことから複層林

等非皆伐施業の研究をはじめ，広葉樹林の施業技術の研

究が取り組まれた。寒害防止では，スギ耐寒性候補木の

植栽検定のほか，寒害常習地の微地形の解折，群状植

栽，樹下植栽等の研究を行い成果を上げた。さらに省力

育林技術の体系化のため，林地除草剤や林業機械の利用

に関する研究を実施してきている。

食用きのこ類栽培に関する研究のうち，シイタケにつ

いては，未利用広蕊樹の原木としての利用，原木組織の

生死および含水率の簡易判定法の開発，その他栽培技術

の改善や系統選抜等の試験研究を行ってきた。また，昭

和52年きのこ栽培実験施設の完成に伴い，ヒラタケの

びん栽培技術の体系化や未利用資源利用のため，県蚕業

試験場等と共同して桑枝条による栽培技術の研究を行っ

てきた。最近では，野生きのこの人工栽培に関する研究

としてムラサキシメジ，ハタケシメジ，ヌメリスギタケ

等を取り上げ，この発生環境調査，栄養条件や発生条件

の解明，菌系統の選抜などを行っている。

次に，マツノザイセンチュウ被害については，県，市

町村や森林所有者の協力による広域防除が実施されてき

ている。当場は，この被害発生状況の常時把握に努め，

さらに発生予察や防除技術について研究をかさね，行政

を支援してきた。

また，近年，他部局の試験研究機関との共同研究がよ

く行われ，省資源，騨境浄化等の課題を取り上げてきて

いる。下水汚泥の林地利用試験や産業廃棄物埋立完了地

の緑化技術に関する研究である。

林業技術No,5271986．2

昭和60年度は，国補14,県単11,全体で25の研究

課題を，研究予算（直接費）16,403千円をもって実施

している。なお，昭和61年度の県単新規課題の主なも

のは，シイタケ原木の育種に関する研究や緑化樹の衰退

要因等の実態解明と浄化効果の総合的把握などであり，

この実施に必要な予算を，現在要求中である。

4．研究成果の普及

研究成果の普及については，毎年1回の「研究成果発

表会」の開催，「業務報告（年報)」の発行のほか，必要

に応じ，研修会や識習会を開催している。

5．おわりに

今後における試験研究の方向については，昭和60年

7月策定の崎玉県農林業試験研究推進総想」で明らか

にしているところであるが，生産材の質の向上と成長量

の増大や各種被害への抵抗性を目標とする林木育種，バ

イオテクノロジー等先端技術の推進，地域林業形成のた

めの人工林育成技術の体系化，森林の保護保全技術の確

立，食用きのこの高品質生産技術の体系化などを重要な

課題として稜極的な取り組みが要請されている。

このため，研究施設の拡充整備，研究職員の資質の向

上と意欲の高揚など試験研究環境の充実に努め，あわせ

て行政槻関や普及組織との連けいのもとに，当場業務の

いっそうの進展を図っていきたいと考えている。

（埼玉県林業試験場長．松浦貢）

41.島根県林業技術センター
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1 ．はじめに

図引き,）<職彪の雄大なﾛﾏﾝで知られる古き時代
から，島根県にとっては「山と共にどのように生きる

か」が，常に古くて新しい命題である℃
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ご承知のように当県は，本州西北端に位置し，気象的

に年降水量1,700～2,500mm,年平均気温10～15｡C,

植生的に暖帯～温帯に至る比較的恵まれた立地環境にあ

る。

また，県土の79％に当たる523千h曲が山林という条

件に加え，全国一の高齢県という社会条件を考えると，

誠に働きがいのある立場におかれている。

2．沿革

当林業技術センターは昭和12年，時の林務課長渡辺

勝意氏の総な計画,設計にたったほとばしる情熱と知
事児玉九一氏の大英断により，県産広蕊樹の高度利用開

発を目的として，縁結びの神様で名商い出雲大社にほど

近い出雲市に創設された林産試験場が母体である。

その後時代の要請を担って林業部門を加え，名称も林

業試験場とし，昭和24年，林業部門を松江市楽山に移

転，本場とした。さらに，林業・林産のいっそうの発展

のため，昭和46.48年に現在地の八束郡宍道町宍道に

移転し，整備してきた。

一方，昭和32年，県央に位置する邑智郡瑞穂町高原

に造林事業の中核である優良種苗確保のため，時の治山

課長安達実氏が，心魂を傾注して創設した西部林業育

苗場を母体に，発展した林木育種場が，いっそうの拡充

のため，昭和54年，現在地の八束郡宍道町佐々 布に移

転し，整備してきた。

昭和58年度に出された行財政改善の一環として，昭

和59年4月，両者の合併に合わせ新しく研修部門を設

け，名称を林業技術センターとして，新たな発足をみた

ところである。

3．組織および施設

当センターの組織は下記のとおり，所長，次長，3課

4科制とし，職員は31名である。別に，県農業大学校

に施設を提供している関係で，農業大学校専科林業課程

教授1名が常駐している。

いる。

(1)土地(815,8261112)

八束郡宍道町宍道(157,5131112),八束郡宍道町佐々

布*(104,958)，出雲市朝山町海谷(176,156)，邑智郡瑞

穂町布施*(217,016)，那賀郡金城町小国＊（141,030)，

飯石郡赤来町小田＊（16,000）

(2)建物

1)八束郡宍道町宍道所在

1.本館(1,899m2),2.昆虫飼育室(39),3.椎茸乾

燥室（39)，4.温室（81)，5.ガラス室（81)，6.機

械庫（45)，7.車庫（90)，8.木材利用実験棟(834)，

9.乾燥材倉庫（78)，10.木材乾燥実験室(127)，11．

製材実験室（250)，12.自立実験室（448)，13.製材

品倉庫（76)，14.作業室（156)，15.種子精選室

（60)，16.堆肥舎（112)，17.その他の建物（20）

2)八束郡宍道町佐々 布所在＊

1.作業棟(293m2),2.堆肥舎(274),3.種子乾燥

室（41）

3)邑智郡瑞穂町布施所在＊

1.事務室(60m2),2.作業室(80),3.休憩所(125),

4．選苗舎（104)，5.車庫（26)，6.器具庫（25）

（＊印は育種事業関係施設）

4．試験研究と業務の概要

（1）試験研究について

昭和60年度の研究課題としては，国からの特別研究

1課題，大プロ2課題，メニュー5課題，一般1課題，

県単13課題を柱として，別に情報システム2課題，県

委託2課題と取り組んでいるが，その概要は次のとおり

である。

1）林業経営の改善

木材の安定供給と有利な販売には，木材市場を中心と

する流通に問題が多く，そのため中国地方を対象とした

流通の合理化方策，シイタケ生産経営に関する原木問

題，停滞する林業生産活動の活性化，林業の再編等の情

報提供のための地域林業に関する研究も行っている。

2）土地生産力の検定と区分

第一次産業の生産基盤である立地条件把握のため，民

有林適地適木調査，都道府県土地分類調査を行ってきた

が，現在，自然環境条件と造林樹種についても調査，研

究を進め，スギについては調査終了，ヒノキは調査中で

ある。

3）優良種苗の育成

林業技術No.5271986.2

務課（5）照漉・会計・施殻管理

務課（7）林木育種事業

修課（3）林業従事者の研修・謎成

営科（3）経営・立地・特産

林科（4）育種・育苗・更新・保育

謹科（3）病・虫・獣害

産科（3）材料特性・加工

計31名（内兼務3）

り，育種事業の関係で各地に分散して

謡
謹
新
謹
毒

所長一次長一
（2）

保
林
一
一

施設は次のとおり，
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優良な造林材料を提供するため，精英樹の増殖，特性

に関する試験，天然スギ，松くい虫抵抗性個体などの育

種母材洲査。健苗育成の立場から各種無性繁殖試験，特

用樹・外来樹の育苗試験，ヒノキ造林苗木の枯損対策に

からめての施肥，栄養欠乏対策試験のほか，労務の均分

化，育苗期間の短縮等の検討も行っている。

4）優良材の生産技術

当県の質，量ともに最大の生産物であるアカマツを，

より優れたものにするたあ，林分密度管理試験，当県に

適するマツの検索と育林技術の究明。また，広く枝打の

効果測定と異常変色等の検討も行っている。

5）森林の被害防除

当面の重要課題である松くい虫の新防除法の開発を始

めとして，スギカミキリ・ナラタケ病・ヒノキ樹脂溝腐

病等の生態と防除。造林の奥地化，狩猟制限に伴いノウ

サギ，シカ等の生態と被害回避。また，ヒノキ造林の拡

大に伴うヒノキのペスタロチヤ，根切虫被害等の生態と

防除法についても行っている。

6）省力技術

除草剤による苗畑と林地の除草試験を行っているが，

その他の方法として機械による省力化を検討中である。

7）公益的林業技術

花崗岩を始めとして崩壊しやすい特殊土域地帯におか

れている当県は，先の昭和58．60年の生々 しい豪雨災

害に見舞われたように災害の多発地帯である。

そこで，すでに木材生産と公益的機能の両面から非皆

伐施業試験に着手しているが，さらに施業の強度，樹種

を含めた根系と土壌等との関係を究明すべく，組織的に

行っている。

8）森林副産物の利用・開発

短期収入源として注目を集めている食用きのこのう

ち，シイタケについては未利用樹種の開発，適応品種，

病虫害対策試験等。マツタケについてはマツタケ林の施

業改善，感染苗によるシロ形成技術の開発，シロの保育

技術に関する研究等。また，ショウロについての増殖試

験も行っている。

9）木材の有効利用

木材の需要促進のため，針葉樹・広葉樹小径材の材質

特性とそれの利用開発に関する試験，県産材の構造用材

料としての強度性能に関する試験，素材の品等とそれか

らの製材品の格付との関連に関する調査・研究等を行っ

ているが，当県の主要農産物であるブドウ，和牛へのハ
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ウスとして小径材の利用に関心が高まっている。

（2）林木育種事業について

淵英樹選抜にかかわる試験・研究と連挑をとりなが

ら，精英樹および気象抵抗性個体クローンによる採種園

・採穂園を造成し，これらから採取した種子・穂木は一

般造林用に使用している。また，これらの遺伝的特性の

検定と次代優良クローン選出のため,42か所に次代検定

林を設け，調査を行っている。

（3）後継者，人づくりについて

林業労働力の減少および高齢化に伴い，省力機器操作

能力,労働力誕成等の必要を生じ,若年の林業従事者に，

森林施薬に必要な資格・免許・技術等幅広い専門的技術

を習得させ，地域林業労働推進の中核とする基幹林業作

業士を始め，今年度から新しく食用きのこ類の高度生産

技術の研修も行っている。

5．研究成果の普及

終了した課題については「研究報告」に，継続中の課

題については「業務報告」に発表するかたわら，行政部

門発行の「島根の林業」に林業技術センター情報とし

て，ダイジェストしたものを掲載している。

また，普及・指導との連絡を密にするため，年数回，

林政課林業技術指導室と連絡会を持つほか，林業技術開

発推進会議も定例的に開催し，広く一般からの意向も取

り入れている。

日常活動としては，見学者への展示室を始めとする所

内案内や，識堂・相談室での対応にも意をつくしてい

るo

6．今後の課題

現在，当県は森林の造成・培養期にあるが，確実に高

齢化，木材移出県への道を歩んでいる。

森林・林業・林産に対する県民の要請は，多様化，高

度化の傾向にあり，木材生産と公益的機能の充実を基調

とした林業本来の回帰の中で，静かに胎動しつつある日

本海時代と住宅変革時代を思うとき，高度技術を取り入

れた幅広い職員の養成と施設の充実を図りつつ，組織的

対応のいっそうの深化が課題である。昨年，国際森林年

参加行事として，願いをこめ職員一同で記念植樹を行っ

たところである。

（島根県林業技術センター所長・野津術）
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□きのこの品種判別法外2課題

く木材の加工・利用＞

1．間伐材・小径材

口小径木の型削り製材方式外1課

題

2．木造住宅

口既存木造住宅の耐渡性判定法およ

び補強工法外3課題

3．その,他

口木材の染色技術外2課題

く海外林業＞

1．フタバガキ科

ロフタバガキ科樹木種子の取扱い

外1課題

2．早成樹

口熱帯早生樹種の生長解析外1課

題

岐阜大学農学部研究報告

第50号

岐阜大学農学部

昭和60年12月

く林学科＞

口都市近郊里山地帯の最適利用モデ

ルの策定に関する研究(1)－実態の

モデル化手法

口国産材供給の組織化に関する研究

I－岐阜県郡上地域産スギ材につ

いて

口生きたスギ樹幹内の水分布と狭水

路

口生きたスギ樹幹内のミネラル分布

ロ生きたスギ樹幹中の樹液の緩衝能

について

ロマングローブ材の化学成分（第2

報）

＜山地開発研究施股＞

ロハチジョウススキ，オギおよびそ

れらの3X-,4X一雑種の生態的

側面(1)株領域の拡大過程

ロ御岳山・亜高山帯天然林の動態

(XV)一森林型区分および地上部

現存量

硬術晴廟
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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木材と技術

富山県木材試験場

昭和60年10月

実大概造用材の曲げ性能(第，報）

－ソ連カラマツおよびベイマツ

10.5cm正角材の曲げ強度性能

本報告は，昭和56～58年度林野

庁の補助事業（メニュー）の一環と

して行つ．た，左来工法の主要断面部

材である10.5cm正角材の曲げ強度

試験の第1報で，曲げ強度性能の変

動に及ぼす強度低減因子とその評価

法，機械的強度等級区分の可能性お

よび含水率の影響等を線形重回帰分

析法などによって検討した結果が報

告されている。

口木質セメント複合材の複合強度特

性（第3報）－曲げ強度特性およ

び削片配向の影響

創立80周年記念

最近の研究成果選集

林業試験場

昭和60年9月

本醤は，林業試験場の創立80周

年を記念して編集されたもので，林

業試験場の溌近の研究（ここ,0年

ぐらいの間に行った研究）のうち，

昨今の林業・木材加工技術の進歩の

基礎となった研究成果，および，今

後の新しい技術の発展に大きく資す

ると思われる研究成果の中から，

本・支分場等を通じて80編が紹介

されている。

部門別には次のとおりである。

＜林業経営＞

1．リモーl､センシング

ロ衛星リモートセンシングによる籍

林資源の解析外1課題

2．山地畜産

口針葉樹人工林における混牧林施業

技術外1課魑

3．その他

ロ森林の公益的機能と費用分担外

1課題

く造林・立地＞

1．都市林

口都市および都市周辺における樹林

地の維持管理外2課題

2．海岸林

口海岸林の土域管理外1課題

3．育種

口主要樹種における諸形質の遺伝

外4課題

4．育林

口人工林の複層林施業一林内照度

と樹品種の耐陰性外11課題

5．土壌

口根粒菌や菌根菌の増殖を促す粉炭

の効果外5課題

く森林保謹＞

1．マツの枯損

ロマッノマダラカミキリの新防除法

一誘引剤および天敵微生物の利用

外3課題

2．その他

ロカミキリムシ類のスギ・ヒノキへ

の加害と生態外7課題

く治山治水＞

口洪水危険流域の判定法外8課題

く林業機械・作業＞

ロチェンソーの低振動・低騒音化

外4課題

くバイオマス・食用きのこ＞

1．バイオマス

ロ木材の粗飼料化外3課題

2．食用きのこ

林業技術No.5271986.2
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間
だ
が
Ｍ
家
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
重
男
と
ひ
そ
か
に

恋
仲
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く
ツ
ュ
は
実
家
に
帰

っ
た
が
、
す
で
に
妊
娠
し
て
お
り
、
臨
月
近
く
に
な
っ

て
、
実
家
か
ら
追
い
立
て
ら
れ
る
格
好
で
Ｍ
家
に
泣
き
つ

い
て
来
た
と
い
う
。
Ｍ
家
で
も
処
置
に
困
っ
た
が
、
結
局

重
男
の
親
た
ち
に
か
け
合
っ
て
、
引
き
取
ら
せ
た
。

と
つ
き
ば
ら

十
月
腹
を
か
か
え
た
少
女
が
、
山
中
へ
子
を
産
み
に
入

る
姿
は
想
像
す
る
だ
に
哀
切
で
あ
る
。
炭
焼
小
屋
と
い
え

む
し
ろ

ば
大
き
く
て
も
筵
四
、
五
枚
敷
き
に
囲
炉
裏
を
く
っ
つ
け

た
程
度
の
広
さ
で
あ
る
。
し
か
も
他
人
で
あ
る
親
子
四
人

が
暮
ら
し
て
い
て
、
重
男
は
と
も
か
く
と
し
て
、
家
族
た

ち
に
は
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
。
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
ま
で

を
、
ツ
ュ
は
ど
ん
な
お
も
い
で
耐
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た

哩

凸

ｎ

画

Ｕ

町

制

Ｉ

Ｂ

Ｆ

９

Ｄ

■

■

一

●

巳

■

。

■

■

■

■

■

(画・筆者）

ぷ
ん
そ
の
日
ま
で
は
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
。

と
こ
ろ
が
幸
か
不
幸
か
死
産
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
あ

と
常
之
蒸
は
息
子
た
ち
の
結
婚
を
許
さ
な
か
っ
た
。
好
子

に
よ
れ
ば
、
重
男
の
留
守
に
た
ぶ
ん
因
果
を
ふ
く
め
て
、

ツ
ュ
を
実
家
へ
帰
ら
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
重
男
は
大
い
に
憤
慨
し
た
が
あ
と
の
ま
つ
り
だ
っ

は
た
ち

た
・
彼
は
ま
だ
二
十
前
で
仕
事
面
で
も
独
立
し
て
お
ら

ず
、
結
局
親
に
逆
ら
い
き
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る

い
は
ツ
ュ
の
実
家
で
も
、
子
供
の
始
末
が
つ
い
た
う
え

は
、
結
婚
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
重
男
は
の
ち
に
太
平
洋
戦
争
で
戦
死
す
る
が
、
女

性
の
ほ
う
は
遠
く
へ
嫁
い
で
平
穏
な
結
婚
生
活
を
送
っ
た

、
、

と
い
う
。
ツ
ュ
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
仮
名
だ
。

私
の
母
親
の
好
子
は
、
そ
の
こ
ろ
七
、
八
歳
に
な
っ
て

い
た
。
就
学
す
べ
き
年
齢
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
道
湯
川
に

は
小
学
校
が
な
く
、
と
な
り
の
里
も
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、

「
義
務
教
育
免
除
地
」
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
学
校
へ

行
か
な
く
て
も
、
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

だ
。
と
く
に
教
育
熱
心
な
家
庭
で
は
識
琿
峠
を
へ
だ
て
た

の
な
か

野
中
の
里
の
寺
な
ど
へ
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
あ
る
い
は
高
学
年
に
も
な
る
と
、
片
道
二
里
の

山
道
を
歩
い
て
、
野
中
小
学
校
へ
通
学
し
た
。
だ
が
ま
っ

た
く
就
学
し
な
い
児
童
も
多
く
、
と
く
に
女
の
子
は
学
校

へ
な
ど
や
ら
ず
と
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
好
子
の
場
合
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。

六
、
七
歳
に
も
な
る
と
、
女
の
子
に
も
で
き
る
仕
事
が

左
わ
雌

あ
る
。
細
細
い
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。

縄
は
ダ
ツ
（
炭
俵
）
の
口
を
結
ん
だ
り
、
荷
造
っ
た
り

す
る
た
め
の
も
の
で
、
雨
の
降
る
日
や
夜
な
べ
に
、
親
や

兄
と
い
っ
し
ょ
に
細
っ
た
と
い
う
。
ゴ
ザ
の
上
に
膝
を
崩

し
て
座
り
、
両
手
で
絢
っ
て
は
尻
の
ほ
う
へ
鉢
き
出
し
て

職
み
重
ね
る
。
そ
し
て
終
わ
り
に
は
か
な
ら
ず
両
手
で
た

ぐ
っ
て
、
一
ひ
ろ
二
ひ
ろ
三
ひ
ろ
：
：
．
と
数
え
た
う
え
、

輪
に
し
て
束
ね
た
。
炭
焼
き
が
磯
械
絢
い
の
縄
を
買
う
の

は
ず
っ
と
後
の
こ
と
だ
か
ら
、
思
え
ば
好
子
は
、
以
来
幾

、
、
、

万
ひ
ろ
も
の
縄
を
約
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
遊
び
た
い
さ
か
り
の
年
ご
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま

た
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
む
し
ろ
里
に
出
て
遊
ぶ
こ
と

の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。

里
に
は
学
校
へ
行
か
な
い
同
年
輩
の
子
ど
も
た
ち
が
い

る
わ
け
だ
か
ら
、
遊
び
連
れ
に
不
自
由
は
し
な
い
。
そ
の

子
た
ち
は
も
っ
と
幼
い
弟
や
妹
の
子
守
り
な
ど
も
し
な
が
う
ら
や

ら
遊
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
末
っ
子
で
あ
る
好
子
は
そ
れ
が
羨

よ
そ

ま
し
く
て
な
ら
ず
、
や
が
て
は
他
家
の
子
守
り
を
自
ら
引

き
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。

女
の
子
ら
し
い
マ
マ
ゴ
ト
を
し
た
。
谷
川
の
板
橋
を
揺

す
ぶ
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
。
腹
が
す
ぐ
と
林
の

下
で
イ
チ
ゴ
を
摘
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
筍
を
焼
い
て
食
っ

た
こ
と
も
好
子
は
覚
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
夕
方
に
な
る

と
、
ま
た
一
人
で
炭
焼
小
屋
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。
と
も
あ

れ
少
女
期
の
全
体
を
通
じ
て
、
も
っ
と
も
遊
び
友
だ
ち
に

恵
ま
れ
た
の
が
道
湯
川
だ
っ
た
。

好
子
が
道
湯
川
を
去
っ
た
の
は
、
本
人
も
た
し
か
に
は

記
憶
し
な
い
が
、
た
ぶ
ん
昭
和
五
年
の
末
ご
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
約
三
十
年
後
の
昭
和
三
十
四
年
、
そ
の
息
子
で

あ
る
私
が
、
岩
上
峠
を
越
え
て
道
湯
川
の
山
に
入
る
の
で

あ
る
。
布
団
と
と
も
に
鋸
や
鉈
や
下
刈
鎌
な
ど
、
重
た
い

荷
物
を
背
負
っ
て
。
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大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
熊
野
の
山

中
で
魚
を
商
っ
た
ポ
テ
振
り
の
重
兵
衛
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
注
目
し
て
み
た
い
。

あ
き
づ
が
ね

重
兵
衛
は
秋
津
川
（
現
・
田
辺
市
）
の
人
だ
っ
た
と
い

》
『
／
Ｏ

秋
津
川
と
い
え
ば
「
紀
州
備
長
炭
」
の
発
祥
地
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
備
長
炭
」
の
名
は
紀
州
・
田
辺
藩

城
下
の
炭
問
屋
・
備
後
屋
長
左
衛
門
に
由
来
す
る
と
い
わ

催

れ
る
。
備
長
炭
が
上
方
や
江
戸
で
名
を
馳
せ
る
の
は
、
江

戸
中
期
以
降
で
あ
り
、
販
路
拡
大
は
た
し
か
に
商
人
の
手

柄
だ
が
、
技
術
を
開
発
し
た
の
は
、
秋
津
川
あ
た
り
の
無

名
の
炭
焼
き
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
製
法
は
江
戸

後
期
か
ら
し
だ
い
に
紀
伊
半
島
の
東
西
に
わ
た
っ
て
広
が

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
秋
津
川
な
ど
海
岸
周
辺
の
炭
焼
き
は
、
本
来

は
農
閑
期
の
副
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
明
治
後

半
に
な
っ
て
木
炭
の
需
要
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
ウ
バ
メ

ガ
シ
な
ど
の
原
木
が
枯
渇
し
、
他
の
地
方
へ
の
進
出
が
い

っ
そ
う
加
速
す
る
。
と
同
時
に
専
業
化
し
て
、
家
族
を
伴

っ
て
山
小
屋
に
常
住
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
九
州

や
四
国
方
面
へ
も
稼
ぎ
に
出
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
紀
伊
半

島
の
奥
地
へ
も
入
っ
て
、
炭
焼
き
の
往
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

山
峡
の
譜

道
湯
川
’
三
代
の
杉
側

な
る
わ
け
で
あ
る
。

重
兵
術
が
魚
を
商
っ
た
経
路
も
ま
さ
に
そ
の
炭
焼
き
の

う
お
あ
き
ん
ど

往
来
と
重
な
る
。
も
ち
ろ
ん
魚
商
人
は
重
兵
衛
一
人
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
海
岸
か
ら
近
い
範
囲
は
競
争

相
手
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
奥
地
で
は
顔
な
じ
み
の

秋
津
川
出
身
者
も
い
て
、
心
丈
夫
に
商
売
が
で
き
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

魚
は
塩
干
物
だ
か
ら
と
く
に
急
ぐ
必
要
は
な
か
っ
た
。

往
復
に
四
、
五
日
も
か
け
た
だ
ろ
う
か
。
山
里
の
寺
や
民

家
に
泊
ま
っ
た
が
、
す
る
と
町
の
話
が
聞
き
た
さ
に
、
近

所
の
男
た
ち
が
酒
な
ど
持
参
で
集
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の

宿
銭
の
か
わ
り
に
、
重
兵
衛
は
イ
ワ
シ
な
ど
を
慨
い
て
い

っ
た
。

、
、

う
わ
さ

イ
ワ
シ
ば
か
り
か
子
種
を
残
し
た
と
い
う
噂
も
あ
る
。

さ
さ
や

じ
つ
は
重
兵
衛
さ
ん
の
子
だ
、
と
ひ
そ
か
に
噺
か
れ
る
人

物
も
い
た
の
だ
。
そ
こ
の
亭
主
が
山
へ
働
き
に
出
か
け
た

留
守
に
、
妻
君
と
仲
良
く
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
真
偽

の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
事
実
と
し
て
も
、
そ
の
こ
ろ
と

し
て
は
珍
し
く
な
い
事
柄
で
、
当
時
者
た
ち
も
穏
便
に
対

処
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

重
兵
衛
は
魚
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
注
文
が
あ
る
と
雑

、
ね

貨
品
な
ど
も
持
参
し
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
燐
漿
も
そ
の

宇
江
敏
勝

一
つ
で
あ
っ
た
。
当
時
は
既
婚
女
性
の
あ
い
だ
に
お
歯
黒

を
つ
け
る
習
慣
が
ま
だ
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
。
つ
ま
り

ヌ
ル
デ
の
木
に
つ
く
倖
予
の
粉
に
鉄
粉
を
混
ぜ
て
水
で
溶

い
た
も
の
が
鉄
漿
で
あ
る
。
付
子
は
山
で
採
れ
る
が
、
鉄

粉
は
重
兵
衛
に
依
頼
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
紙
に
く
る
ん
だ

も
の
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
私
の

母
の
兄
の
重
男
な
ど
は
、
鉛
（
そ
れ
を
自
分
で
鋳
型
に
溶

か
し
て
鉄
砲
玉
を
こ
し
ら
え
た
）
や
、
火
薬
ま
で
も
重
兵

術
か
ら
手
に
入
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

重
兵
衛
は
そ
れ
ら
を
売
る
い
つ
ぼ
う
で
、
山
の
さ
さ
や

き
も

か
な
産
物
を
集
め
た
。
毛
皮
や
肝
が
そ
れ
で
あ
る
。
付
子

は
織
物
の
染
料
と
し
て
も
商
品
価
値
が
あ
り
、
↓
種
の
皮
は

和
紙
の
材
料
と
し
て
、
ま
た
マ
ム
シ
・
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
・
野
生
人
参
な
ど
は
薬
用
と
し
て
取
引
さ
れ
た
と
い

う
。
自
然
採
取
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
椎
茸
・
ズ
イ

キ
・
茶
な
ど
畑
作
物
に
も
手
を
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
お
も

に
田
辺
の
山
産
物
問
屋
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
重
兵
衛
と
も
交
渉
の
あ
っ
た
、
私
の
肉
親
た
ち

の
こ
と
に
戻
ろ
う
。
た
だ
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
私
の
祖

父
母
は
秋
津
川
方
面
の
出
身
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
備

長
炭
の
技
術
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
得
し
た
か
は
、
も
う

知
る
手
が
か
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
今
中
重
男
に
つ
い
て
だ
が
、
彼
に
ま
つ
わ
る

ロ
マ
ン
ス
を
、
里
の
年
寄
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
当
時
五
、
六
歳
だ
っ
た
妹
の
好
子
（
私
の
母
親
）
も
断

て
ん
裏
つ

片
的
に
記
憶
し
て
い
る
が
、
そ
の
顛
末
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

里
の
Ｍ
家
に
と
な
り
の
三
里
村
か
ら
遠
縁
に
あ
た
る
ツ

ュ
と
い
う
十
五
、
六
歳
の
娘
が
遊
び
に
来
て
い
た
。
短
い
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図
・
３
ア
ク
ア
チ
ン
ト
見
本
（
シ
マ
イ
ッ
ァ
ー
教
授
製

作
些
明
る
く
残
し
た
い
ほ
う
か
ら
絵
を
描
い
て
い
く

食
刻
す
る
凹
版
の
一
つ
ア
ク
ア
チ
ン
ト
は
、
現
在
お
な

じ
み
の
グ
ラ
ビ
ア
の
先
祖
に
当
た
る
方
法
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
水
平
に
置
い
た
銅
板
上
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
極
め
て

細
か
い
粉
末
を
風
で
舞
い
上
が
ら
せ
て
落
と
し
、
こ
れ
を

加
熱
し
耐
食
性
の
粒
子
を
融
着
さ
せ
る
。
こ
の
ま
ま
腐
食

す
れ
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
粒
子
の
間
が
腐
食
さ
れ
イ
ン
キ
だ

め
と
な
り
全
体
は
真
っ
黒
に
な
る
。
絵
を
作
る
に
は
明
る

く
残
し
た
い
部
分
を
耐
食
ニ
ス
で
塗
り
ど
め
、
少
し
腐
食

し
た
後
、
次
の
段
階
の
部
分
を
塗
っ
て
再
び
腐
食
す
る
と

い
っ
た
方
法
を
繰
り
返
す
。
図
・
３
は
こ
の
方
法
で
作
ら

れ
た
絵
で
、
特
有
の
や
わ
ら
か
い
階
洲
を
示
し
て
い
る
。

図･4グラビアスクリーン

（黒い部分が製版後セルになる）

A

彫
る
凹
版
も
腐
食
で
作
る
凹
版
も
一
括
し
て
彫
刻
凹
版

の
名
で
呼
ば
れ
る
。

２
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
グ
ラ
ビ
ア

グ
ラ
ビ
ァ
は
前
記
凹
版
の
写
真
製
版
的
な
方
法
で
あ

る
。
ア
ク
ア
チ
ン
ト
が
不
規
則
な
小
孔
か
ら
成
る
の
に
対

し
て
こ
の
方
法
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
六
十
個
程

度
の
小
孔
（
セ
ル
）
が
規
則
的
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
小
孔

は
浅
い
所
で
二
’
三
ミ
ク
ロ
ン
、
深
い
も
の
で
四
○
ミ
ク

ロ
ン
ほ
ど
で
、
こ
こ
に
つ
め
ら
れ
た
水
の
よ
う
に
流
動
性

に
と
む
イ
ン
キ
が
紙
面
に
転
移
す
る
。
こ
こ
で
は
網
点
の

大
小
で
な
く
、
水
彩
画
の
よ
う
に
絵
の
具
（
イ
ン
キ
）
の

B

C

，

図･5コンベンショナルグラピアの製版

量
が
濃
淡
を
作
る
の
で
写
真
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
階
調
が

で
き
る
。
ま
た
透
明
な
イ
ン
キ
膜
は
、
シ
ャ
ド
ー
部
で
は

オ
フ
セ
ッ
ト
よ
り
美
し
い
階
調
の
表
現
が
可
能
で
あ
る
。

原
稿
の
濃
淡
に
応
じ
た
深
浅
を
も
つ
セ
ル
を
作
る
に
は

ゼ
ラ
チ
ン
膜
を
通
過
す
る
腐
食
液
の
時
間
差
を
利
用
す

る
。
こ
れ
に
使
う
カ
ー
ボ
ン
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
い
わ
れ
る
材

料
は
紙
の
上
に
赤
色
顔
料
な
ど
を
含
ん
だ
ゼ
ラ
チ
ン
を
塗

布
し
た
も
の
で
、
一
見
赤
い
色
を
し
た
写
真
印
画
紙
の
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
自
体
は
感
光
性
は
な
い
が
、
重
ク
ロ

ム
酸
カ
リ
液
に
浸
漬
し
、
乾
燥
す
る
と
感
光
性
を
持
つ
。

図
・
５
Ａ
は
、
図
．
４
の
よ
う
な
グ
ラ
ビ
ア
ス
ク
リ
ー
ン

を
こ
れ
に
密
着
露
光
し
た
状
態
を
示
し
て
い
る
。
図
・
４

ス
ク
リ
ー
ン
の
白
い
部
分
（
透
明
部
）
は
感
光
層
の
深
い

部
分
ま
で
露
光
を
与
え
て
い
る
。
図
・
５
Ｂ
は
ス
ク
リ
ー

ン
を
除
き
、
原
稿
の
写
真
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
Ｐ
を
密
着
し
、
テ

ィ
ッ
シ
《
一
に
２
回
目
の
露
光
を
与
え
た
状
態
で
あ
る
。
ポ

ジ
の
明
る
さ
に
応
じ
て
深
い
所
ま
で
感
光
、
硬
化
す
る
。

テ
ィ
ッ
シ
『
一
面
に
水
を
与
え
．
な
が
ら
銅
円
筒
面
に
圧
着

す
る
と
両
者
は
接
着
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
後
温
湯
に
浸

す
と
ま
ず
ゼ
ラ
チ
ン
膜
を
残
し
て
紙
が
は
が
れ
、
次
い
で

未
露
光
の
ゼ
ラ
チ
ン
が
溶
け
出
す
か
ら
胴
シ
リ
ン
ダ
ー
上

に
は
図
・
５
Ｃ
の
よ
う
な
ゼ
ラ
チ
ン
レ
リ
ー
フ
が
残
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
ポ
ジ
の
透
明
部
ほ
ど
そ
の
層
は
厚
く
、
図

、
４
の
白
線
に
相
当
す
る
所
は
も
っ
と
も
厚
い
。
こ
れ
を

腐
食
液
に
つ
け
る
と
層
の
う
す
い
所
か
ら
腐
食
液
が
銅
面

に
到
達
す
る
の
で
、
あ
る
時
間
の
後
に
は
腐
食
時
間
の
差

に
よ
っ
て
図
・
５
，
の
よ
う
な
深
浅
が
で
き
る
。
ゼ
ラ
チ

ン
膜
は
腐
食
完
了
後
除
去
す
る
。
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１
銅
版
画

歴
史
の
教
科
書
に
登
場
す
る
風
景
や
人
物
な
ど
の
挿
絵

の
出
典
に
「
中
世
紀
銅
版
画
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
印
刷
法
は
一
四
六
○
年
イ
タ
リ
ア
で
鎧

の
細
工
の
手
法
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

版
は
凹
刻
し
た
板
の
全
面
に
油
性
の
イ
ン
キ
を
塗
り
つ

け
、
凸
部
の
イ
ン
キ
を
拭
き
取
っ
て
凹
部
に
の
み
イ
ン
キ

を
残
す
。
拭
き
取
る
た
め
に
は
水
飴
の
よ
う
に
糸
を
ひ
く

イ
ン
キ
で
は
凹
部
の
イ
ン
キ
も
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
出
て
き
て

し
ま
う
の
で
パ
タ
ー
の
よ
う
に
、
固
く
て
糸
を
ひ
か
な
い

特
殊
な
イ
ン
キ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
版
面
の
イ
ン
キ

を
拭
き
取
る
仕
上
げ
に
は
手
の
ひ
ら
が
い
ち
ば
ん
良
い
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
キ
を
つ
め
た
版
の
上
に
紙

を
乗
せ
て
強
圧
を
加
え
る
と
イ
ン
キ
は
紙
面
に
凸
状
に
盛

り
上
が
っ
て
つ
き
、
紙
の
裏
面
は
や
や
凹
む
。

銅
板
に
は
針
や
種
々
の
彫
刻
刀
で
細
密
な
線
群
を
彫
る

､

く
に
し
た
つ
お

●
印
刷
の
は
な
じ
●
千
葉
大
学
聯
獅
国
司
龍
郎

（
工
学
部
画
像
応
用
工
学
科
）

彫
刻
凹
版
と
グ
ラ
ビ
ア

８

こ
と
が
で
き
る
う
え
、
線
の
幅
と
深
さ
に
よ
っ
て
階
調
を

表
現
で
き
る
の
で
、
画
家
は
キ
ャ
ン
バ
ス
の
代
わ
り
に
銅

を
、
筆
の
代
わ
り
に
彫
刻
刀
を
取
っ
て
絵
を
描
い
た
。
こ

の
結
果
、
ラ
イ
ン
エ
ン
グ
レ
イ
ビ
ン
グ
、
メ
ゾ
チ
ン
ト
、

の
を
ル

枠
分
ョ

》
》
》
釣

醒
職
か
陣

線
ン
製

癌
睡
ひ
麺

に
３
す
教

獅
唾
》
年

ン
ら
結
イ

チ
か
た
マ

ツ
上
し
シ

灘
》
磯
蹴
鞠
職
蝋

エ
は
食
・

中
腐
ク
－
↑

１●図

霧
一

も

函唾

少

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
特
徴
あ
る
多
く
の
技
法
が
開
発
さ

れ
た
。直
接
彫
る
方
法
の
ほ
か
に
、
銅
板
面
に
ワ
ッ
ク
ス
を
主

体
と
す
る
防
食
層
を
作
り
、
こ
れ
に
針
柵
し
て
そ
の
部
分

の
塗
膜
を
取
り
、
腐
食
液
に
つ
け
て
凹
画
線
を
作
る
夏

ツ
チ
ン
グ
」
が
あ
る
。
こ
の
方
法
は
最
初
同
じ
幅
の
線
を

描
い
て
も
図
・
１
左
下
に
示
す
よ
う
に
腐
食
時
間
を
変
え

る
と
線
幅
と
深
さ
が
異
な
る
の
で
、
深
い
シ
ャ
ド
ー
の
中

に
も
微
妙
な
階
調
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
凹
版
は
高
度
の
技
能
を
要
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
偽
造
防
止
の
た
め
に
紙
幣
・
有
価
証
券
の
製
造
に
使

一
《
一
一

姑
た
め
の
不
断
の
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
図

裂 帽
・
２
左
は
そ
の
よ
う
な
作
品
の
一
つ
で
大
蔵
省

届罰
印
刷
局
の
も
の
（
カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
部
）
右
は

穂
羅
西
ド
イ
ツ
の
同
様
の
機
関
の
作
品
で
あ
る
。

ｊ
の
版
画
と
し
て
の
銅
版
画
は
圧
に
よ
っ
て
版
が

の

痔
獄
露
嘩
し
か
作
ら
な
い
が
、
紙
幣
の
よ
う
な
工
業
製
品

の
場
合
は
大
き
な
耐
刷
力
を
持
つ
版
を
作
り
、

〕
兎
匙

イ
ン
キ
の
拭
き
取
り
も
機
械
的
に
行
わ
れ
る
。

貼
肝
叶
醗
Ｌ
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萩原の大笠マツ ブロニカ6×6．ニッコール55ミリレンズ。トライX

〔月瀬の大スギ〕

所在長野県下伊那郡根羽村月瀬
交通名古屋より名鉄豊田市駅。バス
特徴目通り周囲13m･樹高48m

樹齢推定1500年。国指定天然記念物

〔荻原の大笠マツ〕

所在群馬県間崎市萩原，八木亮治氏方

交通高崎駅前より京目経由，前橋行パス京目，

10分。県指定天然記念物

よ
う
え
ん

４
萩
原
の
大
笠
マ
ッ
ー
妖
艶
な
裸
女

膝
を
く
ず
し
た
横
座
り
の
裸
女
を
お
も
わ
せ
る
よ
う
な

は

な
ま
め
か
し
い
姿
態
の
マ
ツ
。
地
を
這
う
よ
う
に
う
ね
る

枝
は
な
ん
と
も
な
ま
め
か
し
い
。

こ
ん
な
表
現
を
し
た
ら
、
こ
の
マ
ツ
の
持
主
で
あ
る
八

木
亮
治
氏
に
一
喝
を
く
ら
う
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の

う
た
の
か
み

は
、
伝
説
に
よ
る
と
、
前
橋
城
主
、
酒
井
雅
楽
頭
が
愛

蔵
、
秘
蔵
の
鉢
植
え
の
マ
ツ
で
あ
っ
た
の
を
八
木
氏
の
祖

先
、
源
左
術
門
（
家
老
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
）
が
拝
領
し
て
、
屋
敷
の
庭
に
植
え
か
え
た
。

う

殿
か
ら
拝
領
し
た
物
を
損
じ
た
り
、
失
せ
た
り
し
た
と

き
ｋ
う
く

き
は
切
腹
も
の
で
あ
る
。
源
左
衛
門
は
恐
悩
感
激
し
な
が

ら
も
こ
の
マ
ツ
の
育
成
に
、
日
夜
、
心
胆
を
く
だ
い
た
に

違
い
な
い
。
ど
う
い
う
手
入
れ
を
し
た
か
は
残
念
な
が
ら

記
録
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
マ
ツ
と
源
左
衛
門
の
屋

、
、

敷
の
庭
の
土
と
が
、
う
ま
が
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。
樹
勢
が

年
々
盛
ん
に
な
り
、
枝
が
の
び
て
住
宅
を
覆
わ
ん
ば
か
り

に
な
っ
た
。

殿
様
か
ら
拝
領
し
た
あ
り
が
た
い
マ
ッ
ノ
キ
で
あ
る
。

源
左
衛
門
は
意
を
決
し
て
自
分
の
住
い
を
後
方
に
移
し
た

お
う
ぜ
い

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
マ
ツ
は
勢
力
旺
盛
で
枝
葉
が
繁

茂
し
、
今
ま
で
三
度
も
住
宅
を
後
方
に
さ
げ
た
と
鮒
い

た
。

推
定
樹
齢
四
五
○
年
、
樹
勢
は
ま
さ
に
盛
ん
で
あ
る
。

幹
回
り
約
六
メ
ー
ト
ル
の
ク
ロ
マ
ッ
で
、
盆
栽
の
マ
ツ
を

そ
の
ま
ま
大
き
く
し
た
よ
う
な
典
型
的
な
姿
で
あ
る
。

前
橋
営
林
局
を
訪
れ
た
と
き
、
「
面
白
い
マ
ツ
が
あ
る

よ
」
と
広
報
マ
ン
に
案
内
さ
れ
た
の
が
こ
の
、
な
ま
め
か

し
い
マ
ツ
で
あ
っ
た
。
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月
瀬
の
大
ス
ギ

私
の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
・
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
三
○
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下

弘

３
月
瀬
の
大
ス
ギ
ー
買
い
戻
さ
れ
た
巨
杉

伊
那
谷
は
深
い
。
下
伊
那
郡
根
羽
村
は
、
愛
知
県
と
岐

阜
県
境
に
接
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
月
瀬
は
七
○
戸
ば
か

り
の
林
業
と
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
生
活
し
て
い
る
ひ
っ
そ
り

と
し
た
集
落
で
あ
る
。

大
ス
ギ
は
村
は
ず
れ
の
低
地
に
あ
っ
た
。
以
前
は
月
瀬

ほ
こ
ら

神
社
が
あ
っ
た
が
、
今
は
小
さ
な
祠
が
あ
る
だ
け
で
あ

ヲ
つ
。

中
央
自
動
車
道
が
ま
だ
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

国
道
一
五
三
号
線
を
車
で
南
下
し
て
、
現
地
に
着
い
た
時

は
早
く
も
夕
暮
れ
が
迫
っ
て
い
た
。

明
治
四
十
一
年
、
神
社
統
一
の
際
、
月
瀬
神
社
も
村
社

き
う
し

八
柱
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
境
内
の
立
木

や
土
地
が
村
有
と
な
っ
た
結
果
、
全
部
売
却
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
ス
ギ
も
一
、
○
○
○
円
で
売
却
さ
れ
よ
う
と

し
た
が
、
月
瀬
の
区
民
は
祖
先
伝
来
の
ご
神
木
の
売
却
を

悲
し
み
、
金
を
出
し
合
い
八
○
○
円
で
村
か
ら
買
い
戻
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
木
と
し
て
昔
か
ら
尊
崇
さ
れ
て
き
た
の
は
、
歯
を
病

む
者
が
祈
願
す
れ
ば
効
果
が
顕
著
で
あ
り
、
大
事
変
が
起

こ
る
と
き
に
は
、
前
兆
と
し
て
こ
の
大
ス
ギ
の
大
枝
が
折

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
明
治
十
三
年
の
悪
疫

流
行
、
日
清
、
日
露
の
戦
役
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
満
洲
事

変
、
近
く
は
大
東
亜
戦
争
に
際
し
て
も
こ
の
兆
し
が
あ
っ

た
と
い
う
。

日
本
の
巨
杉
の
中
で
も
有
数
の
老
大
樹
で
あ
る
が
、
二

本
の
合
体
木
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
私
の
心
を
と

ら
え
て
は
な
さ
な
い
一
本
で
あ
る
。
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空間総合整備事業等の新規予算はゼ

ロ査定となった。

復活の公開財源は，例年どおり，

公共800億円，非公共800億円の

,,600億円，この日から霞が関の官

庁街，永田町の自民党は不夜城とな

った。

26日までの長官折衝,次官折衝に

よる復活額は86億円となり，松く

い虫被害対策促進事業(89百万円)，

林業従事者就労活性化対策事業(104

百万円),森林計画制度推進総合調査

農林鶏

61年度林野予算(案)総額で3，494

億円，活性化対策には80億円

61年度政府予郷案は，12月23日

に大蔵原案が各省庁に内示された。

これに先立って，林野庁が要求し

ていた水源税創設（61年度230億

円，平年度550億円）については，

水源林整備の必要性についてはだれ

も異を唱える者はいないが，肝心の

財源を税に求めることについては賛

否両論となった。

そして，12月17日の自民党税制

大綱において水源税については「水

源林整徽等の重要性に鑑み，その税

財源のあり方等について今後引き続

き検討する」こととされた。

23日の大蔵原案は,厳しい財政事

情のもと，林野予算の内示額は前年

度比187億円減の3,320億円，森林

(単位：億円）

、、
61年度

23日内示復活計

2，”3“2，859

527108635

（の⑮の（8の

3,3201743,494

60年度 対前年比

公共

非公共

(瀧蔓性）
計

98.1％

107.1%

2,913

593

”.6％3,507

■一 I－1■

臓鵜蕊鵜鱗鍵蕊鴬灘鱸鵜

分収育林契約設定状況（民有林）
分収育林による

森林の整備
森林躯
法人の

側
数
一
郷

年庇 募集口数

わが国の人工林面積は1千万haに

達し，その9割が35年生以下の保

育間伐を必要とする育成途上の森林

である。しかしながら，近年の森林

・林業を巡る厳しい状況の下で，適

正に管理されずに放置されているも

のが増加しており，木材生産のみな

らず公益的機能の発揮にも支障をき

たすことが懸念される。

このため，林業関係者以外から広

く育林に要する資金の導入を図ると

ともに，これを通じて森林・林業に

対する理解と協力を促し，保育，間

伐等の森林の整備を推進する分収育

林制度が58年に民有林，59年には

国有林に創設された。

この制度は，育林地所有者，育林

３
８
９
０

１
１
４

資料：林野庁業務寅料

注：契約を非難中のものおよび没定を予定している森林整州法人を含む

I ご＝ －＝一一ｰ一一一一－、I
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二

（32百万円）等の新規事業も認め

られた。

そして，27日には大臣折衝とな

り，活性化五カ年計画の61年度

分として総額80億円計上された。

一方，治山，林道，造林の公共

予算は党三役に持ち込まれ，公共

800億円の配分は，建設省462億

円，腿林水産省246億円（うち林

野公共66億円)，運輸省61億円，

厚生省28億円，通産省1億円に

配分された。

明けて28日に政府予算の閣議

が開かれ，林野予算は非公共635

億円,公共2,859億円，計で3,494

億円で決定をみた。

＜活性化80億円の内訳＞

木材需要拡大1,352百万円

木材産業体質強化1,064〃

間伐等林業活性化5,591〃

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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ミズナラの発芽（1年生）

ミズナラの天然林林政拾遺抄

ドングリポケケット運動ゞ
なく

る。無垢の家具のもつ落ち着いた木昌
i三

目の美しさと，木のもつぬくもりと冒
肌ざわりは高級家具用や建築内装用言

i三

として愛好されている。200年生ぐ巨
三

らいのミズナラ優良材(直径50~60三
cm)は，年輪が綴密で色沢も白みを言

＝

帯び，つやのあることで珍重され，ニ
ーー

昭和59年の旭川銘木市では1nf当三
＝目

たり80万～100万円の高値をつけ三
＝

たものもあったほどである。スライ三

ス用のつき板として，大阪，名古三
＝目

屋，静岡の業者が競って買い求めた三
＝

という。また，輸出もののインチ材屋
：＝

等の挽材は旭川，札幌等の業者に1眉
冒

nl3当たり8万円ぐらいで引き収られ昌
三

て いる。三

貴重なミズナラをもっと増やそ三
＝

う。管内いたる所をナラの緑で包も三
＝二

う°ドングリポケット遮動にはこう三
三＝

した旭川支局全員の熱意が注がれて三
＝=

いる。 三

（筒井辿夫）三
三

注：1)佐々木信之「万能とりまき器の考三

案について｣,旭川営林支局業務研薑
＝

究発表集録1985，3菫

2)高口浩司|､ミズナラとりまきの三
三

生育状況｣,造林あさひかわ1985，三
＝呂

1 1＝

三昭和55年10月，旭川営林支局で
＝

三は「ドングリポケット運動につい
＝

言て」という局長通達を出した。ミズ
＝

言ナラの実（ドングリ）をひとりひと
三

三りがポケットに入れておき，いつで
三

三も，どこでも1つずつ埋めこもうと
＝

言の呼びかけである。トラクターの集
昌

昌材路，土場跡地，建物をとり域した
＝

三跡地等，適地と見たら「とりまき案
＝

三内棒」を地面に差し込み，穴を開け
＝

昌てドングリを埋める。それをみんな
＝

三でやり始めたのである。「万能とり
呂＝

三まき器」を考案した深川署員ｴ)，「ミ
ー

三ズナラとりまきの生育状況」を洲ベ
ー

三た士別署員等もいる2)。こうして支
＝

三局あげてドングリを取り，播くとい
三

三う「とりまき」運動が進められてい
目＝
呂＝

三る。
=二

言北海道で,広葉樹の王様といわれ
＝

言るミズナラの需要は広い。国内は
＝

言もちろん，以前からインチ材として
三

三ヨーロッパ，アメリカにも輸出され
三

三てきた。北海道ではミズブーラ良材の
目＝

三産地として，特に芦別，富良野，旭
呂＝

三川，士別，名寄地方等が挙げられて
＝

言いるが,旭川支局管内は質のすぐれ
＝

三たミズナラを産することで有名であ
:＝

呂＝

l･弓ロ。。、動・01◆

者および育林費負担者の3者または

2者が分収育林契約を締結して伐採

収入を分収するものである。分収割

合は，育林地所有者(育林者を含む）

と育林壁負担者がそれぞれ5対5の

場合が多い。

民有林におけるこれまでの分収育

林契約の設定状況(51年からのモデ

ル分収育林事業等によるものを含

む）をみると募集面積2,900ha,募

集総額75億円となっている。

また，従来の分収造林と合わせて

これら分収育林の推進母体として，

林業（造林）公社を改組するなどし

た森林整備法人が位置づけられてお

り，60年度末までに38の府県で40

の森林盤術法人が設定されることと

なっている。

分収育林制度はまだ緒についたば

かりであり，この制度の定着と併せ

て森林整怖法人の充実が望まれる。

罰11ⅡⅡIⅡIlllIIIⅡⅡ11ⅡⅡ11ⅢlIlIIⅡIⅡIIII川11ⅡⅡⅡI,IIlIIlIIIIIIIlIii川IⅡⅢ11ⅢⅡIⅡIIlI1IⅡililIⅡⅡⅡI川Ⅱ11ⅡⅡIIⅡIⅡIⅡⅡⅡ11ⅡⅡ1111Ⅱ11ⅡⅡⅡl川11ⅡI川IⅡiⅡⅡ111Ⅱ11辰
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｢家の中にある小宇宙」

河井寛次郎の人生は，作陶による

真美の実現に終始した。いま河井記

念館である彼の遺宅はもちろん家族

と一緒の生活の場であり，それぞれ

の喜怒哀楽が交流し共感し合ってと

もに悪らす家であったが，｜司時にま

た，家は彼にとって求美のための思

索と修練の場であったはずである。

書斎から客間を見る

易諏蛎柵1

熊崎実著

転換期の林

業経営一長伐
期林業への道

林業科学技術振興所

〒102束京都千代、区六番町7
日林協別館

（叡03-264-3005）

昭和60年12月1日発行

A5判,80頁
定価1,200円（〒200)

林業技術No.5271986.2

(河井寛次郎記念館のことⅡ）

記念館の母屋の格子戸を開けて屋

内に入ると，奥までの細長い土間

で，入ってすぐ右手が一段高い4礎

半の玄関の間である。その内側隣が

20畳ぐらいの板の間で,天井には太

い梁が見え，中庭側にすべて隙子と

竜ごこぎ･'一一~~--.一~･~-

ﾀ ー
一段上がった床の間的書斎

建築設計家滝沢雌

（禁無断利用）

この本の最初に登場する国際シン

ポジウムが開かれたのは,昨年4月，

奇しくもあの木材関税引下げのニュ

ースが駆け抜けた日であった。木材

生産と環境保全の両立を説くヨーロ

ッパ派と，木材生産国際分業論のア

メリカ派のパネラーの論戦が火花を

散らし，アメリカ派からは“日本は

地球の公園的存在となれ，必要な木

材はアメリカから”といった意味あ

いの発言さえ聞かれるほどであっ

た。コーディネーターを承っていた

私は，かなり強引に生産と保全の両

立・森林生態系の維持の結論を導い

たのであるが，この時のパネラーの

一人であった熊崎氏の“長伐期化こ

そ今後の進路”の論議は，この結論

の大きな支えであった。

この本には，短時間のシンポジウ

ムでは言い表せない同氏の長伐期論

が盛り込まれている。その要点は，

日本林業の今後の進路方向は，労側

Dq

硝子戸の二重になった窓がある以外

は，板戸と木造り棚で周りを仕切っ

てある。板の間の隣り奥は，裏庭に

面したそれぞれ6畳の食堂と居間が

並び,板の間と居間との境に,一段高

くコの字形の畳敷きの座壇があり，

凹部は囲炉裏で，居間から出て座っ

て炉を囲むようになっている。板の

間からは，炉の前に臼で造った椅子

が3脚デンと並び，腰掛けて炉にあ

たるようになっている。この板の間

の隅には，陶芸家浜田庄司が寄贈し

た箱階段があり，2階に上がる。そ

して，囲炉裏の斜め_l二の天井が大き

く吹き抜けになっているが，その目

的はわからない。この板の間が家族

とのだんらんの場であり，親しい人

や気の置けない来訪者を応接する場

として，開放的に使用されたのであ

ろう。階段を上がると広い廊下にな

っており，表の6畳の居間と裏の6

畳の居間，それに続く8畳の客間に

通じ，さらに中央の吹き抜けを鍵の

投下節約と森林の多様化を軸とした

長伐期林業であること，それは環境

保全に反したものとはならないこ

と，そしてわが国特有のものとし

て，単なる大径材だけでなく，国民

の噌好にあった“高品質”材生産に

もそれはつながる，といったところ

であろうか。

長伐期と一口にはいっても，そこ

にはいろいろな問題が介在する。造

林費の引下げ，労働力軽減などが当

然これにともなわなくてはならない

し，収益率の低下も覚悟しなければ

ならない。また現行の税制。法制の

不術もある。これらを含んだ諸々の

点も，この本は指摘・解説してくれ

る。また，長伐期とは大径木だけの

生産ではなく，主伐までの間伐材，

主伐時の小径・末木材などが当然あ

るわけであるから，長伐期とは従来

の一般材生産に大径木が加わること

だと指摘している点を重視したい。



手に挟んで造られた板の間の書斎

に通じている。この書斎を中心に

2階全休が，だれにも邪魔をされ

ない河井寛次郎の思索の場として

使われたのであろう。

瞥斎の天井は，1枚板を並べ竿

縁に小丸太を割って使っている。

また，わずかの白モルタル壁と吹

き抜け周りの障子や中庭側の障子

の窓のほかは，出入口も収納棚に

も板戸が立ててある。さらに，木

造りの仕事机に，臼を逆さにした

応接テーブルと自身で設計した木

の楠子と木彫像の置物があり，ほ

かに室内装飾は何もない木材一色

の譜:斎である。そこは簡素ながら

整然とした美しい部屋であり，重

厚さと木の柔らかさに包まれた環

境となっている。この環境こそ河

井寛次郎が，静かに落ち着いて深

く思索思考するために必要とした

条件であり，そのために彼自身で

造った小宇宙である。

これは当然のことなのであるが，長

伐期とは大径材のみの生産と錯覚し

ている人が案外多いように思えるか

らである。

熊崎氏は，広く情報を集め，それ

を自分なりの理論と予測に組み立て

るすぐれた手腕を持つ人である。こ

の本にはそれがうまく生かされ，小

さな本のわりには内容は豊富であ

る。したがって，近ごろあちこちで

論じられ，また提言されているさま

ざまなことが，整理され，相互に関

連づけられていて，この本はガイド

ブック的な便利さも持っている。少

少難解な点もないことばないが，林

業問題の複雑さを知り，将来を考え

るのに絡好の書といえよう。欲をい

えば，長伐期化完成まで日本林業は

もちこたえうるのか，また長伐期化

の具体策などについて，もう少し解

説してほしいところであるが。

（信州大学理学部・只木良也）
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K司壹言加

スリムな木を育てる

首都クアラルンプールから北に向

かって30kmほど国道を走ると，そ

れまで続いたゴムや油ヤシの林を抜

けて山道にさしかかる。小さな峠を

越えるとすぐに，幹が通直．完満

で，枝下高が高く，円錘形の小さな

樹冠をもった林が左手に見えてく

る。遠望するとスギかヒノキの林に

そっくりの景観である。現地名でカ

ブールとよばれるフタバガキ科有用

樹の林である。

熱帯多雨林の樹木を特徴づける形

態として，吉良竜夫氏は，まず第一

に幹が細長くまつすぐにのび，枝下

高が異常に高い樹形をあげられてい

る。このような樹幹の木は50mを

越える巨木にも，また下ばえの幼木

にもみられる。これは昼なお暗く，

高温多湿な林内環境で若い後継樹が

育つことによる一種の“もやし”現

象といえると述べられている。

この現象は，林内の暗い光環境だ

けでなく，林内の光の波長組成が林

外のそれとは大きく違っていること

にも依存している。すなわち，葉の

クロロフィルによって赤色光が吸収

されるために，林内の光は赤色光が

きわめて少ない。一方，葉を通過す

る赤色光より少し波長が長い近赤外

光は林内光に豊富に含まれる。

ところで，植物にほフィトクロー

ムと呼ばれる色素があり，これは近

赤外光と赤色光の相対的な量の違い

によって植物の成長をいろいろ制御

する作用をもっている。その重要な

作用の一つに，近赤外光が多くて，

赤色光が少ないときには，茎の上長

成長を促進する作用がある。林内の

幼樹が細長く“もやし”のようにの

びるのは，まさにこのような林内の

光球境とフィトクロームの働きによ

るところが大きいといえる。

話かわって,ポプラを高温(30｡C)

で育てると，毎週20cm以上も上長

成長を続け，スリムな幹に薄くてひ

ろい葉をつけた，根系の貧弱な苗木

ができる。これもまさしく熱帯降雨

林の林床にみられる幼樹の樹形とそ

っくりである。このようなスリムな

木は，マレーシアでも北部の森林で

はまれにしかみられなくなる。スリ

ムな樹形を作る環境として，赤道直

下の年中高温多湿，無強風という条

件も見逃せない要因と思われ，吉良

氏のいわれる一種の“もやし”現象

とはまさに当を得た表現であろう。

密植も枝打ちも間伐もスリムな木

を育てる技術である。こんな技術を

持つ日木の林業を誇りに思うと同時

に，放っておいてもそんな樹形がで

きる環境をもった国があるというこ

とも忘れてはならないことであろ

う。(TREES)

(この柵は編築委員が担当しています）

林業技術No.5271986.2



スギ枝打ち後のAo層の分解にと

もなう養分動態

東農工大生原喜久雄ほか

日本林学会誌67－11

1985年11月P.464～467

スギ林において，枝打ちにより多

量に林床に供給された生枝葉を含む

Ao層の乾物量およびその養分の動

態を4年間にわたり調査した。

一般に自然の落枝葉の分解による

重量減少は指数関数的に減少すると

いわれているが，枝打ちで多量に落

とされた枝莱の場合'L層の重量は

指数関数的に減少するが,Ao(L

+F+H)掴の蝿としての変化では，

毎年ほぼ一定通(4.5t/ha・年)の

減少がみられた。

枝打ちされた枝葉の養分減少は，

養分要素の種類によって異なり,N,

Pは枝打ち1年後にかえってAo層

で増加し,K,Ca,Mgは経年的に減

少するが，特にKでその減少量が速

くて著しい。枝打ちで落とされた養

分量を枝打ちをしていない林分の自

然の落枝葉の盤分蝕と比較すると，

乾物,N,P,Caでは約5年分で

あるが,Kは14年分と多く,Mgは

3年分と少ない。したがって，枝打

ち後のNやpの施肥は意義のあるこ

とであるが,Kは不必要と考えた。

針葉樹による構造用合板の製造

北海道林産試田口崇ほか

林産試験場月報No.406

1985年11月p.8～17

従来不適とされていた多くの針葉

樹から柵造用2級合板の製造が可能

林業技術No.5271986.2

になった。しかし，森林資源問題等

から木材の有効利用，特に低質材の

有効利用が重要な課題となる。

針葉樹からの椛造用合板製造で対

象となる原木は，低質ではあるが比

較的大径な原木となろう。ここで

は，道産材である造林カラマツ，ト

ドマツ，エゾマツおよび輸入材の北

洋カラマツ，北洋エゾマツからJA

Sに従って構造用2級合板の製造を

行い，製造上の問題点，歩止り，合

板の曲げヤング係数，接着力等につ

いて調べた。その結果

(1)エゾマツ，北洋エゾマツは節に

よる刃先の損傷が大きいので，高い

前処理温度が必要である。

(2)いずれの樹種も辺材，心材で単

板の初期含水率に大きな差がある。

(3)表裏単板が厚くなればJASで

許容される欠点の範囲が広がり，単

板歩止まりが高くなる。

(4)曲げヤング係数は，すべてJA

S適合基準に達している。

(5)接着力は，心板用単板の厚い合

板では甚準値を下回る傾向がある。

パルプ材供給見通しとその対策

について

製紙連桜井矩男

山林No.1219

1985年12月p.20～28

58年以来日本製紙連合会・林材

部会において，パルプ材に関する中

・長期需給見通しのための検討が行

われてきた。検討会では，国産材・

輸入材別の供給可能鼠とその課題，

対策について取りまとめを行った。

以下，国産材（予測手法の概要，

予測の見直し，広葉樹材供給につい

ての課題）と輸入材（予測手法と対

日供給可能量の見通し，パルプ材輸

入の課題）と別々に予測している。

その結果，昭和70年におけるパル

プ材の供給可能量は,58年の実績に

対し国産材が16％増の2,100万nf,

輸入材が48％増の1,655万1113"合計

で28％増の3,755万1113と見込まれ

た(NL別ではN材46%)。この可

能量を現実のものとするには種々問

題があるが，特に国産L材供給が重

要課題である。

統計資料にあらわれたネズミ数

と被害

北海道立・林試中田圭亮

北方林業37－12

1985年12月P､9～11

「ネズミ数は被害と無関係であ

る」との声も一部にきかれるが，こ

の両者には密接な関係がある。ここ

ではネズミ数と被害との関係をまず

検討し，ついで一般民有林と道有林

の統計資料をもとに分析した両者の

関係を紹介し，さらにそれらの結果

から両者の関係をどのように解釈

し，また防除の要点はいかにあるべ

きかについて述べている。

ネズミ数が多い場合に被害が多く

出ることは経験的に認められ，また

実際に確かめられている。ネズミ数

に応じて防除が実施されている場

合，統計資料のなかで防除前のネズ

ミ数と被害との関係が明らかでない

のは普通である。ネズミ数の多い年



に防除率を高くすれば，被害は減少

し，統計資料上にも防除効果ははっ

きり表れると期待してよい。

護蒼造りについて
国立林試平嶋義彦

林業試験場場報No.256

1985年11月p.4～7

丸太小屋風の別荘を自分で作るの

が盛んになってきており，各地の森

林組合でも間伐材を用いた校倉を試

作しており，販売されているものも

ある。この椛造は，小径材や間伐材

あるいはナカメ材なども使えるかも

しれない。量的にどれくらい建てら

れるか予測は難しいが林業関係者に

とって興味ある構造である。

椛法上などに問題があるものの

(建築蕊準法などとの関連で)，天然

材料のもつ柔らかさ，その圧倒的な

木材の豊かさ（在来工法の2倍を超

える使用瞳)，良好な保温断熱性能

があるなどその良さが認められてき

た。以下，校倉の歴史的，風土的背

景，正倉院，現代のわが国の校倉

校倉構造の椛造耐力，校倉をめぐる

動きが述べられているが，構造設計

方法を確立し，それをさらに技揃顕

準にまでもっていきたいとしてい

る。

山林の境界

元林野庁管理課三枝茂

林業経済No.445

1985年11月p.29～32
●＄●●

山林は耕宅地のようにあぜやさく

等で境界を表示することは難しい。

一般には，市町村や法務局などの資

料で境界を明らかにすべきだとされ

ているが，官公署保管の地図だけで

正しい境界を発見しようとしても無

理な場合が多い。このような場合，

あらゆる角度から現地を踏査し，既

往の慣行を調査し，個人の記憶をも

重要な手がかりとし，合理的な境界

を見いだすように努めるほかない。

以下，具体例（長野県茅野市玉川

穴山財産区）をあげて，境界を探究

する方法を解説している。判例で

は，公図が本件にとって「決定的意

味を有するものでない」として公図

で境界を判定しなかった。基本とな

るのは，あくまでも従来の境界であ

り，種々の角度から探究するほかな

い◎

木材破砕トラックの一試験

国立林試佐々木紀

機械化林業No.384

1985年11月P.39～41

木材破砕トラックは，昭和55年

以来設計，試作，現地試験，改良が

行われ，58年度に実用化試験を完

了し，現在，実淡ないし展示に供さ

れている。

以下，本年8月にメーカーにより

試運転が行われ，その知見の一部が

報告されている。原材料はスギの間

伐木(平均直径9.7cm,96*,0.93

1n3,層積で約1.3II',)を用いた。チ

ップ化率（容積増加割合）は2.9と

なり，1時間当たり生産量を換算

すると素材で10.51n3,チップ量で

30.61n3となり非常に効率がよい（メ

ーカーの資料によれば，アカマッの

末ロ10m程度で25.711W/時の生産

例がある)。生座されたチップの大

きさは繊維方向の長さが14～18mm

（平均16mm)で，所定のチップ片

が得られた。

欧米先進国の森林相続税に見る

－日本林業の存立条件を求め

て

林経協今道力

林経協月報No.291

37

1985年12月P､16～35

相続税は林業経営の存立にとって

大きな障壁となっている。ここで

は，日本の森林相続税制を見直し，

その改善の方途を模索するために，

欧米先進国の制度を学ぶという方|句

で論述している。

まず，日本における森林棚統税制

についての問題意識を述べ，本論に

入り，欧米の森林相続税制（イギリ

ス,西ドイツ，フランス，アメリカ)，

欧米税制を見て日本税制を思う等の

項目別に詳細に解説している。

諸外国における実地林木育種の

進め方

関東林木育種古越隆信

林木の育種No.137

1985年10月p.15～20

諸外国の育種事業について，主要

造林樹種の中で糟英樹選抜による育

種法という大規棋な育種プロジェク

トをもっている場合についてのみ，

その推進体制を述べている。

以下，韓国,中国,スウェーデン，

フィンランド，アメリカ，西ドイツ

の各国の状況が述べられているが，

国家主導型よりは企業体が育種の効

果を十分に認識している民間主勤型

が育種の実をあげている。

○服部重昭：エネルギー収支か

らみた森林蒸発散

水利科学No.166

1985年12月p.1～23

○中村賢一ほか：大断面木材の

耐火性(1)

木材工業No．465

1985年12月p､3～7

林業技術No.5271986.2
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会員の広場

海外伐出プロジェクトの意義と現況
一タイ木材生産技術訓練プロジェクトー

1はじめに

わが国の開発途上国に対する林業

技術協力は，林野庁の支援のもとに

国際協力事業厨I(JICA)を通じ

て行われている。その主たる協力形

態はプロジェクト方式技術協力と呼

ばれ，日本人専門家の派遣，機械の

供与，海外研修員の受入れを組み合

わせた協力方式で,現在7カ国,8プ

ロジェクトが実施されている。これ

らプロジェクトの協力内容は主とし

て造林，治山，木材利用関係の分野

であり，木材生産分野だけのプロジ

ェク1,は，過去にビルマ，インドネ

シアにおいて実施されているが，現

在は当該プロジェクl､のみである。

昨年は国|際森林年にあたり，さま

ざまな行事が国の内外において企画

された。さきのメキシコにおける世

界林業会議では「社会の総合的発展

における林業盗源」をテーマに，日

本からも林野庁長官らが出席して

「森林の湖和のとれた開発」を提唱

した宣言が採択されている。同宣言

は，世界的な森林破壊が急速に進行

するなかで森林資源の開発問題に特

にふれており，森林の保謹と秩序あ

林菜技術No,5271986.2

増 子博

る開発のためには地域住民の理解と

参加が必要であり，その際各国の林

業関係者が自らの経験や知識を相互

に交換し合う必要があることを強調

している点で注目される。それは，

これまでの森林保遡のキャンペーン

はとかく森林開発,即,森林破壊であ

り,開発を制限,中止することが森林

保護であるような既成概念で論議さ

れた傾向があり，森林破壊の著しい

国々における現実，実体を認知した

なかでの秩序ある開発からの森林保

誰に着目されることがきわめて少な

かったような気がするからである。

当該伐出プロジェクトはこういっ

た現実的に避けて通れない森林の開

発を肯定するなかで，なんとか森林

破壊のマイナス要因の排除に寄与し

ようという主旨のもとに技術協力が

進められているものである。この機

会にタイにおける森林開発の実体，

および伐出プロジェクトの意義とそ

の内容などをお知らせし，関係者の

ご指導をお願いしたい。

2タイにおける森林破壊

特に，熱帯林のある発展途上国で

は経済の発展，人iｺの増加に比例し

てさまざまの形の森林破壊が進んで

おり，確かな推計は困難にしても，

あと20年でオーストラリア大陸と

同じ面積の熱帯林が消失するとも言

われている。これらの国における森

林破壊の態様は大まかに二つに区分

できるかと思われる。一つは，森林

形態そのものが破壊し，草原や砂漠

となっているところである。これ

は，人口の多いところでは民生燃料

としての薪や木炭にも不足するとい

う深刻な状態にある地域である。エ

チオピア,ナイジェール,ケニアなど

のサハラ砂漠南部,l､ルコ，アフガ

ニスタン,ネパールなどの地域,およ

び，アマゾン流域を除く南アメリカ

地域などのようである｡他の一つは，

無秩序開発や森林火災によって森林

職成が大きく変えられ，大部分の森

林が劣悪な二次林となっているとこ

ろである。これらの地域では燃料と

しての樹木はあっても用材としての

森林資源がほとんどみられない。東

南アジアにおける熱帯林は全体的に

こういった傾向にあるのではないか

と思う。まさにタイはその顕著な国

の一つであり,FAOにおいても近

年における森林破峻の最も憂慮され

る国の一つとしてみなされている。

タイの森林は中央平野を取り囲む

ように分布しており，その約半分が

北部地域に集中している。森林面積

は急速に減少しつつあり，1978年

の調査によれば国土面破の約38％，

約20百万11aと公式に発表されてい

る。しかしながら，森林の破壊，消

失は年3～5影の割合で進んでいる

ともいわれており，1982年の非公

式な見積りでは国土の約30％,15．6

百万haに減少しているという。この

森林面積の減少の主な原因は焼畑農

業によるもの，不法占有による林地
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から裸地または農地への転換による

ものという見方が一般化している。

また，残された森林についても非

生産的林分が多くなってきており，

その現状を表示する正確な図面はな

いが生産林地の而職は全国土面積の

15％ともいわれているところから，

森林の約半分が木材生産に使えない

非生産林ということになる。タイ北

部はかつては高品質材のチークの宝

庫であったが略奪的森林開発が繰り

返された結果，特に里山に近いとこ

ろの森林や地形が良く，焼畑農業や

木材搬出が可能であった森林のほと

んどがこの非生産林となってしまっ

ており，地力がなくなったため4～

5rnで成長が止まったフタバガキ科

の低質二次林を多く見ることができ

る。

タイの森林洲発を特徴づけるもの

に不法伐採がある。1974年の製材

丸太需要調査によれば，約6,500千

川3の原木が消費されたはずなのに政

府の生産高は2,800千m3となってい

る。タイの森林はすべてが国有林で

あることから半分以上の木材供給は

不法伐採，すなわち盗伐によってな

放牧用に毎年放火される林地が多い

されているという驚くべき結果があ

る｡このことは1982年のFAOの

調査にも表れており，その割合がき

わめて高いことが指摘されている。

また，林産公社(FIO)は林野局

から木材伐採，販売，造林などの事

業許可を与えられている最大の事業

体であるが，その年次別生産量に占

める不法伐採没収材の割合は相当な

ものであり，例えば，1982年のチー

ク生産量44,30011fのうち没収材は

30,6811n@となっている。（チークは

展近も盗伐の話題がつきないタイの英字新llH

ビルマの森林で盗伐されたものが相

当量不法に移入されており，この没

収材はそれらの材も含む｡）

不法伐採の形態は次のようであ

る。一つは地元山村民による自家用

薪炭材生産を主としたもので，小規

模であるが広範囲かつ恒常的に行わ

れているものである。私どものプロ

ジェクトサイトでも実習用に選木し

ておいた木が少しずつ添伐され，

実習前に相当持っていかれた例もあ

る。この場合はプロジェクトの林道

が活用されたため集約採材を行って

いた。もう一つは製材業者や地域の

ボスが関係して組細的，大規棋的に

行うもので，現在も活動しているこ

とが公然といわれており，マスコミ

における報道，特に森林官が添伐団

によって殺されたというようなニュ

ースも珍しくない。

不法伐採における森林破壊との関

連は，まずそれが森林保識や更新を

考慮することなく無作為に行われて

いるということである。タイ政府で

は経営区を設置し秩序ある開発を進

めようとしており，伐採方式も樹

種，胸高周囲を規準とした単木択伐

林業技術No.5271986.2
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‘･修理・燃料不用で40年間稼働”．と自慢の伝統的錐材方法

追いつけなくなってきている。こう

したアンバランスが不法伐採を拡

大,助長しているとも言えるわけで，

それが急増する人口をかかえた山村

住民の生活そのものの経済的支えと

なっているようなタイの場合では，

需要と資源がある限り開発を制限し

たり阻止することはきわめて困難だ

と言わざるを得ない。タイ政府もこ

の事態を重要視し，焼畑移動農業か

ら定着農業への切り替えをねらいと

した林業村制度や，盗伐取締強化，

木材利用の規制などの対策を識じて

きているが，いずれも評価できるよ

うな成果をあげていない。

「タイ木材生産技術訓練プロジェ

クト」はこういった背景のもとにタ

イ政府から要請されたものであり，

その期間は1983年10月から5年間

となっている。プロジェクトは，こ

れまでタイにおいて未開発の木材搬

出技術であるわが国の架線集材と林

道を主体とする組織的，計画的な伐

出技術を導入しようというもので，

それによってタイの林業がかかえて

いる森林の開発と保謹の矛盾をより

式を厳正に採用しているが，それが

全く不法伐採に適用されないという

ことに問題がある。さらに付随して

発生するものが森林火災である。特

に悪質なのは証拠隠滅のために行う

作為的なものであり，大面積の森林

破壊の元凶となるものも少なくな

い。間接的なものとしては，それが

極端に低い木材利用率であり，チー

ク材等の高価な森林資源の過半が利

用されずに灰となっているという点

で森林破壊に結びつくものである。

もしそれの集約的利用がなされるな

らば，木材需要を満たす森林開発は

1/2あるいは1/3にとどめられると

いうことも言えるからである。

3木材生産プロジェクトの意義

タイは発展途_上国のなかでも近年

急速に経済が発達した国で，戦後の

日本の経済成長の過程でもそうであ

ったように，タイにおいても木材の

消費量が増大し続けている。しかし

ながら，生産林分の減少傾向，木材

生産体制の技術的，量的不備，およ

び外貨不足による厳しい輸入規制と

いった要因が加わり，需要に供給が

林業技術No.5271986．2

少なくしようとするものである。具

体的に言えば，できるだけ森林保護

を考慮した効率的な木材生産技術を

導入しようというものである。その

ためには,訓練センター，修理工場，

モデル事業林を設憧し，現地派遣専

|'1家の指導のもとに教育，訓練を行

う。また，プロジェクトに関係する

タイ側職員を日本に受け入れ，必要

な研修，視察旅行等も実施していく

ことになっている。また訓練は，伐

出管理者コース,伐出技術者コース，

林道技術者コース，機械修理技術者

コースの4コースを計画しており，

訓練生はFIOの職員のなかから人

選され，プロジェクト期間内に100

名の卒業生を予定している。

なお，タイにおけるわが国からの

林業技術協力事業は,もう一つ，「タ

イ造林研究訓練プロジェクト」が実

施中である。

当該プロジェクトがねらいとして

いるもの，あるいは今後その貢献が

期待されていることがらをおおまか

にあげれば次のように考えられる。

（1）安定した木材供給

これまでの木材利用対象林分は，

その生産手段が象を主とした畜力集

材および近年開発した艇耕トラクタ

などのたあ，比較的級傾斜の里山地

域に限られていた。現在残されて

いる森林資源はその大部分が奥地化

し，急I唆化したところに多いことか

ら，これらに適したわが国の生産技

術を導入して，計画的，安定的に木

材を供給しようとするものである。

また，これまでの方法では，夏期

においては畜力集材が不適であり，

雨期におけるトラクタ集材，トラッ

ク運材は不可能であったが，全天候

型林道を活用した集材機を主体とす

る伐出体系はこれらの障害を取り除
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象に行われている。

全幹,あるいは,全木集材と林道の

組み合わせによる搬出体系は著しい

利用率の向上をもたらし，地元民へ

の薪炭材の供給も可能となる。机上

の計算ながら，前述した既生産鍬の

利用歩止りがわが国並みに1句上すれ

ば，年間の開発される森林資源は約

半分程度ですむものと考えられる。

（4）森林の集約的施業

林道の導入は森林の高度利用を可

能にする。タイは完全な単木択伐方

式の天然林施業であり森林保全上理

想的な方法にみえるが，実態とし

て，山村民の手活手段として行われ

ている焼畑，不法伐採は完全な略奪

林業である。森林生産物の供給，山

村労働力の吸収を考慮した森林施

業，すなわち，皆伐作業と造林，森

林副産物の利用，アグロフォレスト

などを導入することによって山村民

の経済を保障し，森林のより適切な

管理への指向が期待される。

（タイ木材生産技術訓線プロジェクト）
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き，通年的な作業と木材生産を可能

とするものである。

（2）搬出期間の短縮

チーク材を除けば，木材生産の約

9割が腐朽しやすい広葉樹であり，

これまでの方法では伐倒から市場ま

での搬出期間が長期にわたるため，

腐朽，鮮度の低下による著しい利用

価値の減少が問題にされてきた。導

入される技術は，通年作業と効率的

生産からこれらの問題解消に役だつ

ものである。

（3）利用歩止りの向上

タイにおける丸太採材は通常長材

の一丁取りであり，利用歩止りは極

端に低い。まして過半を占める不法

伐採によるものは，ほとんどが木元

製材による“サシミ”の部分だけの

利用で，他は証拠隠滅のため焼却さ

れる。また一方では，地元民による

薪炭材の不法伐採が新たな林木を対

樹木雑考（3）

ユリノキ・ナラ

畑野健一

ユリノキ

外来広葉樹の中で大木を見かける

のが，ユリノキであるが，造林地も

少なく，単木生長記録も少ないよう

である。西ドイツのある記録による

と93年生で樹高37m,胸高直径

42.5cmというのがある。この木は

北米東部原産となっているが，第三

紀・白亜紀にはヨーロッパに広く分

布していたといわれる。北米では胸

高直径1～2m,時には4mのもの

があるという。瀦害や風害に強く，

生長もよい。しかし生長がよいだけ

あって材が柔かいうらみがある。わ

が国では明治時代から公園樹や街路

樹として導入されているが，木材利

用の対象とは考えられていなかった

ようである。
し愚しばんてん

葉の形が印半綴に似ているので，

ハンテンボクともいわれるが，原産

地のアメリカではtuliptreeとか

yellowpoplarと呼ばれる。tulip

林業技術No.5271986.2
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treeは花がチューリップに似てい

ることから,yellowpoplarは秋の黄

葉と生長がポプラのように優れてい

るところからきているようである。

東京大学北海道演習林の庁舎の裏

にユリノキの大木が1本立ってい

る。在職中毎日その側を通っていた

のだが，あまり近くにあるせいか，

かえって注意しなくなっていた。あ

る時一職員が近づいて幹を丹念に眺

ぬて，「中が腐っているようだ｣と言

ったことがある。何年くらいたって

いるのかわからない。夏，この木に

チューリップに似た花が咲くが，下

から見上げてそれほど目だたないの

は花弁の色がチューリップのように

鮮やかな花ではないせいであろう。

それにしても，この樹種はこのよ

うに大木として残る。

30年も前のことだが，東京大学

農学部1号館の裏にやはりユリノキ

の大木があった。バレーボールのコ

ートを作るのに邪魔になって伐り倒

された。千葉県の篤林家が，その種

子をほしいというので,Y君がその

木に登って種子を取ったことがあっ

た。その種子がどんなユリノキを作

り出したか知らずにそのままになっ

ている。

（エドガー・アラン)ボーの小説に

｢黄金虫｣というのがあるが，宝物の

ありかをつきとめるため，主人公が

使用人に奇態な黄金虫を持って大木

に登らせるところがある。その木が

ユリノキで，著者は“アメリカの森

林で最も堂々たる樹木であるユリノ

キ，学名L"･iode""o""""γα

は若木のうちは幹が大変すべすべし

ていて，横枝を出さずに非常な高さ

まで生長することがしばしばであ

る。しかし老樹になると，樹皮に瘤

が生じてごつごつしたものになり，

多くの短い枝が幹にできる”と述べ

ている。

こんな大木がずらりと並んだ造林

地はさぞかしみごとなものだろうと

思うが，一斉造林すると何かうまく

いかない欠点があるのであろうか。

ナラ

スコッチウィスキーにオールド・

パーというのがある。ボトルにラベ

ルが貼ってあって，白髭の老人が画

かれていて,q$ThomasParrj152

年間生存した”と書いてある。この

老人は何物であろうかと調べてみた

ら，1483(？)年に生まれ,1635年ロ

ンドンで死んだ超高寿命者で，1500

ノ●昨年発売以来,各方面で大好評ノ作業現場で,ご家庭で,ぜひ芯試し-吋さい。
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年ある村に住みつき，80歳で結婚

し，二児の父親となり，122歳で再

婚した｡1635年,某伯爵に見いださ

れて宮廷に送られ，有名となって美

食したせいか，その年に死んでい

る。生まれた年は明らかでないが，

とにかく超高齢者であったことに間

違いない。

ここで述べようとしているのは，

そのウィスキーの樽のことである。

ウィスキーばかりでなく，アルコー

ル飲料の樽に使われる木材の種類で

ある。『木材総覧』（1976)によると，

“とくにウィスキー，ビール，ぶど

う酒などのアルコール飲料用のもの

は，よく吟味された良材を用い，割

裂性がよく，材のねばりが強く，し

かもわん曲しやすいもので，内容物

が材に吸収されたり，漏れ出て発散

してしまわないものがよい。また木

の臭気を内容物に移さないで品質を

害さないものが好まれる。欧州では

ホワイトオークが導管内に充坂物が

あって密閉度がよいということで用

いられるが，国産樹種としては北海

道産のコナラが年輪密で密閉度がよ

いというのでビール用として最上品

とされ，ついでミズナラが用いられ

る。いずれも柾目板の割材として木

取られ，一定の角度に蒸しまげて洋
●●

樽特有の形に鉄製のたがで締めつけ

られる”とある。

ホワイトオークはアメリカ大陸東

部原産のQ"""sα/6αばかりでな

く，やはり東部原産のQ.7"""o･

“"α,Q."coﾉ0γもQ.αﾉ6αと材

は変わらないという。また西部原産

のQ.g"･fjMz"αやQ.JO6araも同

じ名でいわれ，肝心の英国産のQ.

'c〃α“（sessiliflora）やQ､''0j』"′

(pedunculata)もホワイトオーク

といわれるからホワイトオークとい
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われるものはかなり幅が広いようでの類(Q2Z97℃"s)には結構多いよう

ある。で，アメリカで,Q.Z)α〃s"s(pin

わが国のナラの類では北海道産のoak),Q.cocci""(scarletoak)はカ

ミズナラが建築内装材や家具に用いシワのように冬中枯葉がくっついて

られて，道産有用広葉樹に数えられいて春3月に落ち始めるのに対し，

るが，ウィスキーやぶどう酒の樽にQ."ﾉ"""邸(blackoak)は一部の

用いられるとあまり聞いたことのな葉はミズナラのように落ちてしまう

いのは上記のような次第であろう。が，大部分は冬中落ちないという。

北海道も太平洋岸に近づくとカシヮこれらの落葉の様式の違いは葉柄

の低木林が多くなる。カシヮの材はの離層の発達に関係のある生理現象

ウィスキー樽に用い’られるという。によっている。庭で春一番に汚なら

冬，その方面へ出かけると，枯れしい枯葉の間から奇異な黄色の花を

た葉が汚ならしく枝に残っている。のぞかせるマンサクも1narcescent

こうして枯れたまま葉の落ちないSpeciesの一種である。

のをmFYrcescentといって，ナラ（前東京大学北海道猫習林長）

うつる

何となく空な響を与える

森林に文化の言葉の濫用

昭和40年代ごろから，わが国の

工業活動は急速な伸びを示し，その

影響から種々の公害問題が大きく発

生してきた。この環境変化に応じ，

森林の重要性が再認識され多くの国

民が森林に深い関心を示すようにな

った。

時を同じくして，このころから林

学の世界で「照葉樹林文化」とか

｢森林文化」というように,文化とい

う言葉を用いた表現のものが多くな

った。最近は「森林文化の視角から

みた云々」などというものも目につ

くようになった。森林と人間生活と

のかかわり合いは深い。この間に文

化は当然存在し，森林文化史とか森

林文化活動ということになるとその
●●

意義を疑うものはない。これを目的

とした団体があっても不思議はな

い。一見同じようでも，林学でこの

言葉が多用されるようになったの

三宅正久

は，なぜであろうか。森林文化につ

いて林学側のある説明によると「森

林文化とは，林学・林政はもとより

生態学・民俗学・経済学などと幅広

い多方面な捉え方をするもの」とさ

れている。このようなことであれ

ば，従来から，「林学は技術と経済

の学であるが，その施囲は実に広

い」といわれており，上記の項目な

どは当然に考えられていたはずであ

る。造林学でも生態学的なとらえ方

は以前にもあったように思う。従来

からの林学を振興すれば，－|-分に目

的を達成することができると思われ

る。

昨年7月，朝日学術奨励金の人々

という新聞報道があり，隣林文化

の視角からみた林業政策の在り方に

関する研究」受賞の記事があった。

誠に結構なことと思うが，現在，林

業政策というからには，当然森林文

材簔技術No.5271986.2
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化の視野にも立つであろう。特にこ

のような表現が用いられるのはなぜ

であろうか。この言葉の付記の有無

により内容に大きな相違が生ずると

は考えにくい。この言葉の付記の有

雌は，読者にアピールする点に相違

を生ずるというのであれば問題は別

である。文化という言葉に弱い読者

側に問題がある。また従来の林学

はこの面の研究が不十分とするなら

ば，林学の低調脱皮の意図とみえる

が，これではほど遠いように思われ

る。元来林学は，森林ならびに林業

に関する技術と経済の学であるとい

われてきた。これはその基本を言っ

たもので，森林文化というものが存

在する以上，森林を研究の対象とす

る林学が森林文化を無視すること激
できないのは当然のことである。

いまや林業は不振を極め，林学の

振興によせる期待は大きい。不振原

因を的確にとらえ，有効な対策を樹

立する研究を求めているわけであ

る。この研究の中心は，やはり経済

学的な検討と技術面の研究である。

先に述べたような林学の動きは，こ

の要望にこたえることができるので

あろうか。林学の逃避と思われる。

経済学などの世界では，最近「経済

学崩壊論」というものが現れてきた

という。その論拠は，現在，経済学

は，激動している国民経済や国際経

済の説明が-|-分にできず，またこれ

に明確な対策を示すこともできない

ということのようである。しかも経

済学はなお真剣な研究努力が続けら

れているという。

林業不振は一人鉢業者側の不利益

のみにとどまらない。林業者は山村

にあって森林の公益的機能といわれ

るものを造成・維持・増進している

担い手である。林業は，山林で苗木

林業技術No.5271986．2

の植付け・下刈り・枝打ち・除間伐

などの地道な作業に従事している。

森林の樹木は，林業経営者のこの作

業を通じ，土中に深く広く根を張

り，土壌中の孔隙を増加し，水の保

水機能を高めかつ土壌を緊縛して土

砂の流出を防止し洪水調節などに寄

与している。これが森林の大きな公

益的機能といわれるものである。林

業は単に木材を生産するだけのもの

ではない。林業不振によって国民

は，森林のこの効用の享受を失い極

めて大きな不利益をうける。

今こそ林学は，正面からこの研究
とき

に立ち向かうべき秋ではなかろう

か。林学は文化という言葉に弱い面

を持っているようであるが，もはや

回り道は許されていない。参考のた

めに林学が文化という言葉に弱い面

があるために，当然研究すべきこと

を放棄してしまった一例をあげてみ

よう。今から思うと笑い話にもなら

ないが，カモシカが文化財保護法に

より特別天然記念物に指定され禁猟

獣となった当時のことである。ある

森林動物の研究者が山中で，カモシ

カも人工林の若葉を食害する事実を

的確につかみ，この事実を論文にし

て関係雑誌に発表しようとしたと

き，「今さらとんでもない｣と言われ

没にされてしまったことがあるとい

う。

実相は「カモシカは今や神格視さ

れているマポロシの動物である｡(こ

れは当時の話で，そのころの全国頭

数は3千頭余りとされたが，最近は

8万頭余りに増加し害獣化が明らか

である）わが国がこのたび，カモシ

カを特別天然記念物に指定したこと

は，国際的にも高く評価されてい

る」とする文化庁の一方的な態度に

林学側がおそれいった結果である。

このようにちょっと抵抗をうけると

事実まで伏せて，実態の研究に踏み

出さない。政治などの世界で，事実

を隠すことはよくあるようである

が，学問の世界では，どうもいただ

けない。いかに小さなことでも一応

の検討が必要であろう。

林学は文化という言葉に逃避する

ことなく，林業が現在おかれている

実態を直視して，森林・林業をとり

まく経済や社会現象の分析，対応策

の検討，林業労働事情の調査あるい

は樹木や環境についての実態把握，

研究などに実効ある具体的な研究活

動を進めてほしい。このように願う

者は私一人ではあるまい。これは半

面で，森林文化活動などのいっそう

の活発化を願う心でもある。この研

究そのものがすでに立派な文化活動

である。

（土井林学振興会理事）

投稿募集要領

■技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いて下
さい。〔400字詰原禰用紙12枚以内（図・表写真を含む)〕

回日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策・技術振興等）に関する意見・
要望，本会運営に関すること，会誌についての意見等。[400字詰原稿用紙8枚
程度〕

口上記についての投秘は会員に限ります｡また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲戦の時期はできる
だけ早く本人にご連絡いたします。

口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職名（または勤務先)および電
話番号を明記して下さいb

口掲載の分には，薄鮒をI1M呈いたします。

口送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7日水林業技術協会編集部
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林 業関係行事一覧

2月

区分

林野庁

北海道営林局

旭川営林支局

北見営林支局

函館営林支局

青森営林局

秋田営林局

前橘営林局

東京営林局

長野営林局

商知営林局

北海道庁

行事

森林計画研究発表会

業務研究発表会
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

名 主催団体・会場・行事内容等

ｼﾝボ…|蹴顛ﾌ識一ﾗﾑ＆‘“
跡間県天竜材主産地形成推進会談ほか，木材会館（東京都江東区

深川)，ビデオ上映会と「木のくらしと国産材」シンポジウム，

腰示

昭和61年度林野庁関係予算打合せ会議日程表

日

５
８
１
１
８
９
１
８
８
５
８

趨
哩
翅
翅
望
剖
電
理
電
理
望

月
旭
鯉
鵡
諏
鯉
理
狸
哩
狸
哩
劉

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１分課名

企画課

〃

森林組合課

林産課

計画課
〃

造林諜

治山諜

林道課

森林保全課

研究普及課

区

金融税制関係

地域林業整備育成関係

森林組合課関係

林産課関係

森林計画関係

大規棋林業圏開発関係

造林課関係

治山課関係

林道課関係

森林保全課関係

研究普及課関係

会

林友ビル

林野庁第3会議室

林野庁第5共用会議室

農林水産省三番町共用1～4

日本林業技術協会

林野庁第4会識室

麻布グリーン会館

林野庁共用第9号

永田町ビル4会議室

恵比寿新橋区民会館

神宮前区民会館

場 遮話

8]6-5595

内線5303

内線5975

内線2446

261-5281

内線5304

583-6861

内線5979

581-1436

461-3453

409－4565

3 月

区分1行事名
日林脇'第33回森林.林業写真：

期間’主催団体.会場.行事内容等
｜審査は4月上旬,発表は本総5月号3．31第33回森林・林業写真コン

クール（締切）

林業技術No.52719862

期間
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＜締切り迫る＞

第33回森林｡林業写真コンクール

作品募集要領
題材：森林の生態（森林の景観一環境保全・森

林動植物の生態・森林被害など)，林業
の技術（森林育成一育苗･植栽･保育等，
木材生産・木材利用など)，農山村の実
態（生活・風景など)，都市の緑化

作品：1枚写真（四ツ切りとし，組写真は含ま

ない)。白黒の部・カラーの部に分ける。
応募資格：作品は自作に限る。なお応募者は職業写

真家でないこと。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②撮影者（郵便番号・住所・氏
名･年齢･職業･電話番号),③内容説明，
④撮影場所，⑤撮影年月日，⑥搬影デー
タ等を記入すること。

締切：昭和61年3月31日（当日消印のものを
含む)。

送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102)

日本林業技術協会「第33回森林･林業写

真コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し，応募作
属及びネ品は返却しない。作品のネガは入賞発表

ガの提出

審査と
発表

審査員

表彰

と同時に提出のこと。

審査は昭和61年4月上旬に行い,入選者
は会誌「林業技術」5月号に発表。作品
の公開は随時，同誌上で行う。・
島田謹介(写真家)，八木下弘(写真家)，

馬場久萬男(林野庁林政課長)，山本武義
(林野庁研究普及課長),若狭久男(全国林

業改良普及協会編集長)，梶山正之(日本
林業技術協会専務理事)〔敬称略･順不同〕

〔白黒の部〕
特選（農林水産大臣賞）1点賞金5万円
1席（林野庁長官賞）1点3万円
2席（日本林業技術協会賞）

3点各2万円

3席（〃）5点各1万円
佳作20点記念品

〔カラーの部〕
特選（農林水産大臣徴）1点賞金5万円
1席（林野庁長官賞）1点3万円

2席（日本林業技術協会賞）

3点各2万円

3席（〃）5点各1万円

佳作20点記念品
（3席までの入賞者には副賞を贈呈する。同

一者が2点以上入選した場合は席位はつける

が，賞金副賞は高位の1点のみとする）

主催(社)日本林業技術協会後援林野庁

|協会のう三－三1

◎研究発表会

昭和60年度業務研究発表会がつ

ぎのとおり開催され，本会より役職

員が出席し，参加者に対し，賞状，

賞品を贈呈した。

大阪営林局（1/21～23）松井顧問

出席，熊本営林局（1/22～23）宮下

参事出席，名古屋営林支局（1/28～

29）梶山専務理事出席，帯広営林支

局（1/28～29）田上主任研究員出

席。

◎講師派遣

昭和60年度空中写真測量技術研

修会

依頼先：林野庁

内容：写真判読と森林調査／空

中写真測戯全般／現地実

習／正射写真図による森

林調査

識師，若森技術開発部課長

期日：1/16～23

場所：農林水産研修所

◎海外派遣

1．自然環境の保全に関する熱帯諸

国との共同研究推進の現地洲査の

ため，1月8日～1月17日まで，

タイ国およびマレーシア国へ松井

顧問を派遣した。

2．タイ国有林管理計画開発調査の

ため,1月20日～3月10日まで，

今井国際事業部次長を派遣した。

3．エクアドル共和国北東部林業資

源調査のため，1月21日～3月

1日まで，渡辺技術開発部長，増

井，久道課長代理，吉村主任調査

員を派遼した。

、調査部関係業務

1．1月28日，青森市ホテルアー

デンにおいて，北八甲田山岳スキ

ー場盤俄事業環境影響評価澗査の

第2回検討委員会を開催した。

2．1月30日，秋田市みずほ苑に

おいて，利雪地域開発計画調査の

第2回委員会を開催した。

◎調査研究部関係業務

1月29日，本会会議室において，

機能別モデル林施業効果調査の第2

回調査研究会を開催した。

昭和61年2月10日発行

林業技術
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編集発行人猪野I脳
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幸里塑葦
｡鯉星雲森林とみんなの暮らし
世界に視野を広げ,森林･林業の重要性を考えさせる｡中学生向け。
●監修/林野庁●編集/日本林業技術協会●B5･64頁●850|円(〒250円）

;森林の利用と環境保全蕊蕊の
：木材生産と環境保全との調整その方策について提言する。
；●熊峰実著●A5･210頁●2300円

私 たちの森林淋業と環境
纈林の姿,はたらき,ｲ郷みなどをわかりやすく解泌小学佼上級向き。：西ドイツの林業・林政が詳述さ札今日的課魑に答える。
●編集／日本林業技術協会●A5･124頁●950円(〒250):●カール･ハーゼル著･中村三省訳●A5･356頁●4500円(〒共）

森と木の質問箱小学生のための森林教室
質問形式により,楽しみながら日本の森林･林業がわかる。

●監修/林野庁●編集／日本林業樹術協会●85･64頁●500円(〒250)

木の名の由来
なじみの深い30余髄の樹木名について由来と特徴を解説
●深津正･小林義雄著●四六判･'58頁●980円(〒250）

緑化樹木の病害虫垰嬉謎翰羅
大々的増補改訂，緑化樹木の病害虫対策の決定版／

●(上)'j淋享夫．.(下)小林富士雄著●A5･口絵カラー各3500円(〒300)

間伐の手引面篤潅繍搬出利用まで－
現場技術者のための間伐マニュアル。好評発売中／
●解説編B5･66頁●450円(〒200)/図澪隔B5.20頁●500円(=70)

枝打ち-基礎と応用一
枝打ちの効果，技術の実際を体系だてて詳説する。
●藤森隆郎著●A5･192頁●2800円(〒250)

枝打ちの手引一図解編一
優良材生産のキメ手､f埼丁塔を的確に行うために。

●監修/林野庁●編集／日本林業技術協会●B5･24頁●450,円(〒170)

山林の評価
山林訊荊の理論と実際を解説。類書中の決定版.ノ

●栗村哲象著●A5･644頁●6000円(〒共）

ジグサグ集運材作業その考え方とやり方
間伐材の集運材に適した技術体系の考え方と実際。

●中村英碩著●A5･96頁●650(〒250)

森林航測テキストブック
空中写真の実践的な活用についてわかりやすく解説

●渡辺宏著/A5･270頁●2500円(〒250)

空からはかる"緑"の技術
目で見る教材として初心者向きに織成されている。

●中島巌監修●編集／日本林業技術協会●B5･52頁●900円(〒250)

地方林政の課題
地方7材征文の理念，行動原理となる考え方を提示する。

●纒野伸＝著●A5.303頁●3000円(〒300)

農山村振興と小規模林業経営
綿密な調査を通して経営の改善と振興上の問題点をさぐる。
●黒田迪夫編著●A5･217頁●2500円(〒250)

日本の森林土壌付脇霧濡郷
四半llt紀にわたった国有林･民有林土壌調査の集大成。
●監修/林謝〒●澪/日和)謡ﾎ土壌･鐸雲員会●85.7略頁●I印的円(詞印）

林木の材質
さまざまな要因による材鍾の形成機構を解明する。
●加納孟著●A5･174頁●1500円(〒共）

《写真集》走査電子顕微鏡図説木材の構造
国産材50樹種，輸入材35通,595点の電顕写真を一挙収録、

●佐伯浩著●B5変･228頁●4500,円(〒350)

;林業技術史(全S巻）
;IV1治以降100余年にわたる刺梁技術史の集大成(全5巻兆

：●箭諜/日本林業技術協会08坪均開0頁●8500円~'5000円●第1･3は品切(〒葵）

《写真集》緑地
人間と緑の関係の理想像を世界各地に求める写典集。

●岡崎文彬著●A4判･242頁●15000円(〒共）

;林業百科事典
：林業のあらゆる分野にわたり解説した林調こ事典。

：●編集／日易榊業技術協会●B5･1178頁●14000円(〒450)

<委託販売図害〉

ｶﾗー 図鑑冬芽でわかる落葉樹
亀山章監憾馬場多久男解説･写真
A5判･上製本･284頁●2500円

《英語版写真集》
わが国の木材利用の現況をカラー写典・図斐により海外へ細介したシ
リーズ｡今後の木材誘給の見汕しから．加工・利用までをji御『のデータ
を使って解説されている。
WO皿ⅢlUZATIONlNJAPAN-日本の木材利扇一

●林野庁監修●写真集／英語版・日本語版

A4変型56頁定価3.000円(〒共）
FORESTRY順OWOOOiNDUSmYINJAPAH-日本の林業･林産業一
●林野庁監修●写真集／英語版･日本語版A4変型56頁定価2.800円(〒共）

FOR鴎mYTEcHNoLoGYlNJAPAN

●解脱書／英鰯版A5判200頁定価2.000円(〒共）
WOODINDUS刑ESINJAPAN-日本の小御座条一

●林野庁監修●写真集／英旙版・日本騒版

A4変型80頁定価3,800円(〒共）
WOODSUPPWANoO師ANDlNJAP朋一木材の利用と需給一

●林野庁監修●写真集／英踊版・日本舘版
A4変型72頁定価3.800円(〒共）

WOOD、訓朋OAxoSUPPⅣIHJAP州一木材需給の動向一
●林野庁監儘●写真集／英語版・日本扇版

A4変型53頁定価3,000円(〒共、

〒102束京都千代田区六番町7番地 報日本林業技術協会 電話(03)261-5281振替東京3-60448
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（
監修/林野庁編集･発行祖到法人日本林業技耐協会

本書は，国際森林年を記念して林野庁が発行した中学生(2年）

向けの副読本ですが，高校生あるいは一股社会人にもおすすめ

できる内容になっています。発刊以来，各方面からご好評をい

ただき，購読のご要望も多いのでトこのたび材野庁のご認可を

得て一般販売を行うことにしました。

国際森林年の意義と，森林・林業の重要|生についての認識を

高めるために，広くご活用いただければ幸いです。
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